
住民基本台帳　（前月比）
計 42,128 （−225）
男 19,945 （−105）
女 22,183 （−120）

世帯数 17,990 （  −31）

※65歳以上人口
計 14,567人  男 6,294人  女 8,273人
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吉野川市
消費生活センターを
開設しました!!

こんなことに困ったときは

消費生活
　センターへ!!

○相談場所：吉野川市役所本館３階　総務課内
○相談電話：☎36－1840
○相談時間：９：00 ～ 15：30
○休 所 日：土・日・祝日・年末年始

～お気軽にご相談ください～
消費者トラブルなどの問題解決のお手伝いをします!

吉野川市消費生活センター
☎ 36－1840
℻ 22－2244

不審な電話が
かかってきた!

突然お金を
要求された!

必要のない物を
買わされた!

平成29年5月1日
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●問い合わせ　市こども未来課　☎22-2269　℻22-2245

鴨島東部地区認定こども園整備事業について

●問い合わせ・提出先　〒776-8611 吉野川市鴨島町鴨島115番地１
市企画財政課　☎22-2221　℻22-2244

地方創生に関する事業の提案について
　地方創生を進め、本市の課題である人口減少や少子高齢化を克服するため、地域が元気で活力あ
る未来を築くための新たな事業について、市民の皆さんから次の４つのテーマのうち、いずれか１
つに沿った提案を募集します（テーマ別に複数の提案や、同一テーマで複数の提案もできます）。
　なお、事業の提案にあたっては、地方創生の観点から、官民協働（※1）や、自立性（※2）といった要素
を含んだ内容としてください。
※１  官民協働…地方公共団体のみの取り組みではなく、民間と協働して行うこと。
※２  自立性…事業を進めていく中で、将来的（３～５年後）には補助金などに頼らずに事業主体が自走して行うこと。

● 募集テーマ
　(１) 吉野川市に仕事をつくり、安心して働けるようにする
　(２) ひとの定住・環流・移住の新しい流れをつくる
　(３) 若い世代の結婚・妊娠・出産・子育ての希望をかなえる
　(４) 時代に合った魅力ある新しいまちをつくる

● 提案書の記載事項（様式は自由とし、次の項目を全て記載）
　(１) テーマ名（４つのテーマのうち、どれか１つを選択）
　(２) 事業の概要
　(３) 事業の進め方（工程など）
　(４) 事業の効果（本市にもたらすもの）
　(５) 住所、氏名、年齢、性別、電話番号またはメールアドレス
　 ※  提案に関する資料がある場合は、あわせて提出してください。

● 提案書の提出方法
　  書面（持参、郵送、ＦＡＸ可） またはメール（kikaku@yoshinogawa.i-tokushima.jp）

● 募集期限　６月９日（金）

　平成24年に策定した「吉野川市幼保再編構想」および平成27年に策定した「吉野川市子ども・
子育て支援事業計画」に基づき、牛島幼稚園・上浦幼稚園・森山幼稚園・鴨島東保育所を再編統合
した鴨島東部地区認定こども園を整備します。
　ＰＴＡや就学前の子どもを持つ保護者を対象に説明会を開催した際に最も多く出された意見は、
いずれの説明会においても、幼稚園と保育所を再編し、早期の認定こども園開園を望む内容でした。
　そこで、新しい認定こども園の場所について、交通の利便性・鴨島東部地区の中心地に近い場所・
入園児の安心安全の確保などを総合的に検討した結果、牛島小学校運動場北側に建設することとし、
平成31年４月の開園をめざします。
　５月末ごろから、建設工事に着手しますので、新しい認定こども園の開園に向け、保護者や地域
の皆さん、関係者の皆さんのご理解・ご協力をお願いします。
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＊計画高水位＊

＊氾濫危険水位＊

＊避難判断水位＊

＊氾濫注意水位＊

＊水防団待機水位＊

●問い合わせ　国土交通省　四国地方整備局　　
　　　　　　　徳島河川国道事務所　河川調査課　☎088（654）9611
　　　　　　　市防災対策課　☎22-2235　℻22-2248

国土交通省からの
お知らせ

緊急速報メールを活用した
洪水情報の配信について

　近年、記録的な豪雨により、全
国的に大規模な水害や土砂災害が
頻発しています。また、気候変動
の影響により、洪水の発生頻度が
高まることが予想されています。
　そのため、国土交通省では平成
29年５月１日から、吉野川流域の
徳島市・鳴門市・吉野川市・阿波市・
石井町・松茂町・北島町・藍住町・
板野町・上板町の皆さんの携帯電
話やスマートフォンに対して、携帯電話事業者が提供する「緊急速報メール」を活用した洪水情報
のプッシュ型配信を開始しています。

■対象となる観測所 ：【吉野川下流】岩津観測所（岩津橋）
■配信する情報および配信するタイミング ： 氾濫危険水位を超えた時および河川氾濫が発
　生した時

氾濫危険水位を超えた
時の情報

（件名）河川氾濫のおそれ
（本文）吉野川の岩津橋
（阿波市）付近で水位が上
昇し、避難勧告等の目安
となる「氾濫危険水位」
に到達しました。堤防が
壊れるなどにより浸水の
おそれがあります。
防災無線、テレビ等で自
治体の情報を確認し、各
自安全確保を図るなど適
切な防災行動をとってく
ださい。
本通知は、四国地方整備
局より浸水のおそれのあ
る市町村に配信してお
り、対象地域周辺におい
ても受信する場合があり
ます。

（署名）国土交通省 

河川氾濫が発生した時
の情報

（件名）河川氾濫発生
（本文）吉野川の●●●市
●●●●●付近で堤防が
壊れ、河川の水が大量に
溢れ出しています。
防災無線、テレビ等で自
治体の情報を確認し、各
自安全確保を図るなど適
切な防災行動をとってく
ださい。
本通知は、四国地方整備
局より浸水のおそれのあ
る市町村に配信してお
り、対象地域周辺におい
ても受信する場合があり
ます。

（署名）国土交通省

洪水情報のプッシュ型配信イメージ

河川管理者（国）・気象庁

洪水予報作成・発表
（四国地方整備局等） 一般住民

携帯電話会社
（NTTドコモ・au・ソフトバンク）

洪水情報 緊急速報メール
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●問い合わせ　市商工観光課　☎22-2226　℻22-2237

　日常生活に必要な食料品、日常生活用品などの購入が困難な地域を解消することにより、高齢者
をはじめとする市民の生活を守るとともに、生活の利便性を確保することを目的として、移動販売
を行う事業所に対して予算の範囲内で補助金を交付しています。
　詳しくはお問い合わせください。

補助対象者

○次の項目のすべてに該当する方
①市内に住所および主たる事業所を有する方
②市内において食料品などの移動販売を行う方または行う
　予定の方
③1週間に１回以上または月に４回以上市内で移動販売を行
　うことができる方
④補助金の交付を受けてから３年以上継続して移動販売を
　行う意思がある方
⑤市税を滞納していない方

補助対象経費 補助金の額

移動販売車に係る重量税、自
賠責保険料、印紙代、車検代
行料などの経費

補助対象経費の額または移動販売車の総重量区分ごとに次
に定める額のいずれか少ない額
(１)　1.0tまで　30,000円
(２)　1.0tを超え2.0tまで　40,000円
(３)　2.0tを超え2.5tまで　45,000円
(４)　2.5tを超え3.0tまで　50,000円
(５)　3.0tを超え4.0tまで　60,000円
(６)　4.0tを超え5.0tまで　70,000円

移動販売車の購入および改造
に要する経費（車両本体に係
る経費に限る）

補助対象経費に３分の１を乗じて得た額または100万円の
いずれか少ない額
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２
４
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「消費者ひろば」は、徳島県金融広報委員会の助成金を利用して作成しています。

吉野川市買い物支援等対策事業補助金について
～移動販売を行う方を応援します！～
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農業委員・農地利用最適化推進委員を募集します

●問い合わせ　市農業委員会事務局　☎22-2227　℻22-2237

　農業委員会等に関する法律の一部改正に伴い、農業委員の選出方法が選挙から推薦・公募
方式に変更され、また、農地利用最適化推進委員が新たに設置されました。
　本市の農業委員の改選に伴い、推薦・公募に基づく両委員を募集します。
　【農業委員の主な業務内容】

農業委員会定例会に出席して、農地法に係る許可案件などを審議し合議体として決定する
こと

【農地利用最適化推進委員の主な業務内容】
担当区域内で農地の出し手や受け手の意向などの情報
収集を行い、遊休農地の発生防止と解消の推進など

【募集人数】
農業委員：19人　　農地利用最適化推進委員：17人

【募集区域】
農業委員は市内全域、農地利用最適化推進委員は下部の区域ごとに募集

【任期】
農業委員：３年（平成29年10月１日～平成32年９月30日）

　農地利用最適化推進委員：委嘱を受けた日から農業委員の任期満了日まで
【報酬】
　農業委員：年額212,000円　　農地利用最適化推進委員：年額200,000円

【募集期間・募集方法】
６月１日（木）から30日（金）までに、市農業委員会事務局へ所定の推薦・応募用紙を提出し
てください。推薦・応募用紙は同事務局で配布するほか、市ホームページからダウンロー
ドできます。
推薦・公募の要件などは、市ホームページ（http://www.city.yoshinogawa.lg.jp）をご
覧いただくか、農業委員会事務局までお問い合わせください。

農地利用最適化推進委員の募集区域
区域名 区域を構成する地区 定　数
第１区 鴨島町　上浦、牛島、麻植塚、内原、森藤、山路、中島 ３人
第２区 鴨島町　鴨島、喜来、上下島、知恵島 ２人
第３区 鴨島町　飯尾、敷地、樋山地、西麻植、粟島 ２人
第４区 川島町全域 ３人
第５区 山川町　山瀬地区 ２人
第６区 山川町　川田地区 ３人
第７区 美郷全域 ２人

合　　　計 17人
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認定農業者制度を知っていますか

●問い合わせ　市農業振興課　☎22-2228　℻22-2237　

１．認定農業者について
　認定農業者制度は、農業経営基盤強化促進基本構想に示された農業経営の目標に向け、経営の改善を進めよう
とする計画について認定を受けた農業者に対し、重点的に支援措置を講じるものです。

２．認定農業者となるのにはどうすればいいですか？
　認定を受けようとする農業者は、「農業経営改善計画」を市長に提出し、認定を受けることが必要です。主な
要件は次のとおりです。なお、随時受け付けを行っています。詳しくはお問い合わせください。
年間農業所得の目標　１人当たり320万円以上　　　年間労働時間の目標　１人当たり2,000時間以内

３．認定農業者のメリットは？
支援施策 区　　　分 内　　　　　　　　　　容
経営所得
安定対策

収入減少影響緩和交付金 米・麦・大豆等の収入減少に対するセーフティーネットに申請できます。
畑作物の直接支払交付金 麦・大豆等のコスト割れの補填をする事業に申請できます。

融資事業 農業経営基盤強化資金 機械設備や技術導入のため低利な融資事業で、左記の資金は認定農業者でなければ融資が
受けられません。農業近代化資金

補助事業 経営体育成支援事業 機械設備や技術導入のための事業で、認定農業者は個人で申請することができます。農山漁村未来創造事業
年金事業 農業者年金の保険料支援 保険料の半額を補助します（青色申告認定農業者と認定農業者により差異あり）。

４．農業委員や農協理事などの認定農業者要件とは？
　法律の改正により、農業委員は平成29年10月から、農協理事は平成30年６月からの改選時期から認定農業者
や認定農業者に準ずる者が定数の過半数を超えることが必要となりました。
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校

な
ど
に
通
っ
て
い
る
20
歳
以
上

の
学
生
が
対
象
で
す
。

　

学
生
証
の
コ
ピ
ー
ま
た
は
在

学
証
明
書
を
添
え
て
、
国
保
年

金
課
ま
た
は
各
支
所
へ
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
制
度
を
受
け
る

と
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が

少
な
く
な
り
ま
す
。
年
金
額
を

増
や
す
た
め
に
は
、
追
納
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
年
金
事
務
所

	

☎
０
８
８（
６
５
５
）０
９
１
１

市
国
保
年
金
課	

☎
22-

２
２
１
３

	

℻
22-

２
２
４
３

　
　

　

社
会
保
険
労
務
士
会
に
よ
る

無
料
年
金
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

年
金
事
務
所
と
同
じ
相
談
が

で
き
、
各
種
年
金
の
請
求
お
よ

び
届
け
書
の
受
け
付
け
も
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
で
、

会
社
を
退
職
さ
れ
た
方
は
、
厚

生
年
金
保
険
か
ら
国
民
年
金
へ

変
更
す
る
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
会
社
を
退
職
さ
れ
た

方
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
配
偶
者

の
方
に
つ
い
て
も
、
国
民
年
金

の
種
別
変
更
の
届
け
出
が
必
要

で
す
。

　

年
金
手
帳
、
退
職
日
が
確
認

で
き
る
書
類
を
添
え
て
、
国
保

年
金
課
（
本
館
１
階
）
ま
た
は

各
支
所（
川
島
・
山
川
・
美
郷
）で
、

国
民
年
金
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
年
金
事
務
所

	

☎
０
８
８（
６
５
５
）０
２
０
０

市
国
保
年
金
課	
☎
22-

２
２
１
３

	
℻
22-

２
２
４
３

　

学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
学

生
の
間
の
保
険
料
が
猶
予
さ
れ

る
制
度
で
す
。

国
民
年
金
だ
よ
り

平
成
29
年
度
の
年
金
額
に

つ
い
て

学
生
納
付
特
例
制
度
の

ご
案
内

社
会
保
険
労
務
士
会
に
よ

る
無
料
年
金
相
談

国
民
年
金
の
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か
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市
長
部
局

　
　
　
　

▼
政
策
監〔
総
務
部
長

事
務
取
扱
〕（
徳
島
県
）日
下
浩
一

　
　
　
　

▼
防
災
局
長（
会
計
管

理
者
）後
藤
田
浩
司
▼
市
民
部
長

（
市
民
部
次
長〔
環
境
局
長
事
務

取
扱
〕）安
達
弘
▼
健
康
福
祉
部
長

〔
福
祉
事
務
所
長
事
務
取
扱
〕（
議

会
事
務
局
長
）大
塚
勉
▼
産
業
経

済
部
長（
健
康
福
祉
部
次
長〔
社
会

福
祉
課
長
事
務
取
扱
〕）三
木
啓
行

▼
建
設
部
長（
建
設
部
次
長
）〔
建

設
課
長
事
務
取
扱
〕阿
部
和
仁
▼

水
道
部
長（
水
道
部
次
長〔
上
下
水

道
課
長
事
務
取
扱
〕）和
田
孝
明

　
　
　
　

▼
会
計
管
理
者（
産
業

経
済
部
次
長〔
農
業
振
興
課
長
事

務
取
扱
〕）新
居
博
文
▼
市
民
部
次

長〔
環
境
局
長
事
務
取
扱
〕（
教
育

総
務
課
長
）橋
川
寛
司
▼
市
民
部

次
長〔
運
転
管
理
セ
ン
タ
ー
所
長

事
務
取
扱
〕（
議
事
課
長
）吉
田
正

喜
▼
健
康
福
祉
部
次
長〔
社
会
福

祉
課
長
事
務
取
扱
〕（
企
画
財
政
課

長
）宮
本
陽
一
▼
健
康
福
祉
部
次

長〔
川
島
こ
ど
も
園
長
事
務
取
扱
〕

（
管
財
シ
ス
テ
ム
課
長
）井
上
理
▼

産
業
経
済
部
次
長〔
農
業
振
興
課

長
事
務
取
扱
〕（
税
務
課
長
）吉
尾

俊
二
▼
建
設
部
次
長〔
都
市
計
画

住
宅
課
長
兼
建
築
営
繕
室
長
事
務

取
扱
〕（
都
市
計
画
住
宅
課
長
兼
建

築
営
繕
室
長
）小
澤
和
義
▼
水
道

部
次
長〔
上
下
水
道
課
長
事
務
取

扱
〕（
子
育
て
支
援
課
長
兼
子
ど
も

相
談
室
長
兼
幼
保
連
携
準
備
室

長
）藤
原
弘
文

　
　
　
　

▼
秘
書
広
報
課
長（
企

画
財
政
課
秘
書
室
長
）和
泉
光
弘

▼
企
画
財
政
課
長（
総
務
課
課
長

補
佐
兼
人
事
給
与
係
長（
人
事
担

当
））上
田
哲
也
▼
税
務
課
長（
経

営
企
画
課
長
）中
山
泰
治
▼
管
財

シ
ス
テ
ム
課
長（
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
所
長
）近
久
謙
二
▼
会
計
課

長（
企
画
財
政
課
主
幹
兼
統
計
情

報
係
長
）林
康
恵
▼
人
権
課
長（
こ

だ
ま
会
館
館
長
）住
友
順
▼
総
括

支
所
長（
国
保
年
金
課
課
長
補
佐

兼
国
民
年
金
係
長
）井
上
真
由
美

▼
環
境
企
画
課
付
課
長〔
中
央
広

域
環
境
施
設
組
合
派
遣
〕（
環
境
企

画
課
付
主
幹〔
中
央
広
域
環
境
施

設
組
合
派
遣
〕）北
川
正
司
▼
運
転

管
理
セ
ン
タ
ー
副
所
長（
運
転
管

理
セ
ン
タ
ー
主
幹
兼
企
画
調
整
係

長
）高
田
博
主
▼
介
護
保
険
課
付

課
長〔
吉
野
川
市
社
会
福
祉
協
議

会
派
遣
〕（
介
護
保
険
課
課
長
補
佐

兼
地
域
支
援
係
長
）藤
岡
茂
樹
▼

健
康
推
進
課
長（
健
康
推
進
課
主

幹
兼
保
健
指
導
第
１
係
長
）山
村

由
喜
子
▼
子
育
て
支
援
課
長
兼
子

ど
も
相
談
室
長（
健
康
推
進
課
長
）

大
西
一
治
▼
こ
ど
も
未
来
課
長

（
税
務
課
課
長
補
佐
兼
資
産
税
係

長（
土
地
担
当
））馬
郷
宏
治
▼
建

設
課
長（
監
理
課
長
）川
村
政
仁
▼

監
理
課
長
兼
工
事
検
査
室
長（
工

事
検
査
室
長
）中
尾
徹
也
▼
経
営

企
画
課
長（
経
営
企
画
課
課
長
補

佐
兼
経
営
企
画
係
長
）松
家
義
人

教
育
委
員
会

　
　
　
　

▼
教
育
次
長〔
生
涯
学

習
課
長
事
務
取
扱
〕（
生
涯
学
習
課

長
）松
原
勲

　
　
　
　

▼
教
育
総
務
課
長（
監

査
委
員
事
務
局
長
）岡
田
一
則
▼

学
校
教
育
課
長（
徳
島
県
教
育
委

員
会
）松
本
和
基

議
会
事
務
局

　
　
　
　

▼
議
会
事
務
局
長（
健

康
福
祉
部
次
長〔
川
島
こ
ど
も
園

長
事
務
取
扱
〕）住
友
利
行

　
　
　
　

▼
議
事
課
長（
生
涯
学

習
課
課
長
補
佐
兼
文
化
振
興
係

長
）森
本
み
ど
り

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　

▼
農
業
委
員
会
事
務
局

長（
人
権
課
長
）山
口
昇

監
査
委
員
事
務
局

　
　
　
　

▼
監
査
委
員
事
務
局
長

（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）新
井
重

美
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
武
田
計

次（
防
災
局
長
）▼
犬
伏
司（
市
民

部
長
）▼
増
富
雄
二（
健
康
福
祉
部

長〔
福
祉
事
務
所
長
事
務
取
扱
〕）

▼
大
久
保
史
朗（
産
業
経
済
部
長
）

▼
村
田
登
志
雄（
建
設
部
長
）▼

笠
井
幸
宏（
水
道
部
長
）▼
中
倉

清
二（
市
民
部
次
長〔
運
転
管
理
セ

ン
タ
ー
所
長
事
務
取
扱
〕）▼
河
野

治
代（
会
計
課
長
）▼
阿
部
芳
浩

（
総
括
支
所
長
兼
山
川
支
所
長
）▼

住
友
敏
枝（
子
育
て
支
援
課
保
育

教
諭〔
川
島
こ
ど
も
園
副
園
長
併

任
〕）▼
佐
藤
靖（
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
所
長
補
佐
兼
業
務
係
長
）▼

後
藤
田
佳
代（
西
麻
植
幼
稚
園
園

長
補
佐
）▼
佐
藤
幸
子（
川
田
小
学

校
主
任
技
能
員
）

部
長
級

政
策
監

次
長
級

課
長
級

次
長
級

課
長
級

課
長
級

課
長
級

課
長
級

部
長
級

退
職（
３
月
31
日
付
）

市
職
員
人
事
異
動

　

課
長
級
以
上　

４
月
１
日
付

　
（　

）
内
旧
任

〈人　　　権　　　相　　　談〉
 5 月23日㈫ 13:30～16:00 山川公民館研修室３
 6 月 1 日㈭ 13:30～16:00 西麻植会館２階会議室
 6 月 1 日㈭ 13:30～16:00 交流センター１階和室
 6 月 1 日㈭ 13:30～16:00 山川公民館研修室３
 6 月 1 日㈭ 13:30～16:00 美郷支所会議室

〈行　　　政　　　相　　　談〉
 6 月 5 日㈪ 10:00～12:00 山川公民館研修室１
 6 月 6 日㈫ 13:00～15:30 川島公民館会議室
 6 月 8 日㈭ 9:00～12:00 市役所本館１階相談室
 6 月15日㈭ 13:00～16:00 美郷支所会議室

〈司法書士会による無料法律相談〉
 5 月19日㈮ 10:00～12:00 市役所本館１階相談室
 6 月16日㈮ 10:00～12:00 市役所本館１階相談室

※
累
計
は
平
成
29
年
１
月
か
ら
の
も
の

火　災 市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

2
月1件

累
計1件

救急出動

2
月

157
件

累
計

335
件

と　

き　

５
月
28
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　

吉
野
川
市
役
所
本
館

　
　
　
　

１
階
相
談
室

内　

容　

市
税
・
国
民
健
康
保
険

　
　
　
　

税
の
納
付
相
談

問
い
合
わ
せ

市
税
務
課	

☎
22-

２
２
１
５

	

℻
22-

２
２
４
７

市
国
保
年
金
課	

☎
22-

２
２
１
３

	

℻
22-

２
２
４
３

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

休
日
納
付
相
談
を
行
い
ま
す

今
月
の
税

軽
自
動
車
税

固
定
資
産
税

納
期
限

全
　
期

第
１
期

５
月
31
日
㈬
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今
月
の
健
康

水
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
と
は
？

　

水
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
（
Ｂ
群
・

Ｃ
）
は
、
水
に
な
じ
み
や
す
く

熱
に
弱
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り

ま
す
。
洗
っ
た
り
刻
ん
だ
り
す

る
と
減
少
し
や
す
く
、
特
に
ビ

タ
ミ
ン
Ｃ
は
加
熱
す
る
と
壊
れ

や
す
く
な
り
ま
す
。

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
は
、
三
大
栄

養
素
の
代
謝
に
不
可
欠
で
、
中

で
も
、
葉
酸
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
合
成

や
造
血
を
助
け
る
働
き
が
あ
り

ま
す
。
特
に
、
生
ま
れ
て
く
る

赤
ち
ゃ
ん
の
二
分
脊
椎
な
ど
神

経
管
閉
鎖
障
害
の
発
生
を
減
ら

す
た
め
に
は
、
妊
娠
前
か
ら
妊

娠
初
期
の
摂
取
が
大
切
で
す
。

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
、
コ
ラ
ー
ゲ

ン
の
合
成
や
腸
内
で
の
鉄
の
吸

収
を
助
け
る
働
き
が
あ
り
ま

す
。抗
酸
化
作
用
を
も
つ
た
め
、

動
脈
硬
化
や
脳
卒
中
を
予
防
す

る
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
は

尿
と
し
て
排
せ
つ
さ
れ
や
す
い

の
で
、
過
剰
症
の
心
配
は
少
な

い
で
す
が
、
腎
機
能
が
低
下
し

て
い
る
人
は
腎
臓
に
負
担
が
か

か
り
ま
す
。
サ
プ
リ
メ
ン
ト
な

ど
の
取
り
過
ぎ
に
は
注
意
が
必

要
で
す
。

　

６
月
号
は
、「
脂
溶
性
ビ
タ

ミ
ン
」に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
３
月
14
日
、
徳
島
県

庁
に
て
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
鴨
島

町
の
堀
江
満
子
さ
ん
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

吉
野
川
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
提
供
会
員

と
し
て
子
育
て
支
援
に
貢
献
さ
れ

た
活
動
が
認
め
ら
れ
、
徳
島
県
知

事
か
ら
の
功
労
者
表
彰
と
な
り
ま

し
た
。

大勢のランナーが参加し、健脚を競いました真剣に耳を傾ける参加者たち

受賞された堀江満子さん（右）

第
16
回
吉
野
川
市
リ
バ
ー

サ
イ
ド
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

在
宅
医
療
介
護
連
携

研
修
会
を
開
催

　

３
月
12
日
に
吉
野
川
市
リ
バ
ー

サ
イ
ド
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
を
鴨
島

運
動
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

吉
野
川
沿
い
の
菜
の
花
が
咲
く

堤
防
を
コ
ー
ス
と
し
、
小
学
生
か

ら
84
歳
ま
で
の
約
１
３
０
０
人
の

ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

３
月
18
日
に
、
川
島
町
学
字
西

出
目
の
松
家
德
重
さ
ん
が
百
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
徳
島
県
と

吉
野
川
市
か
ら
祝
い
状
を
贈
り
ま

し
た
。

　

松
家
さ
ん
は
、
現
在
施
設
で
生

活
さ
れ
て
お
り
、
リ
ハ
ビ
リ
を
し

た
り
、
童
謡
を
聴
い
た
り
し
て
過

ご
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
趣
味

は
旅
行
で
、
別
府
や
北
海
道
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
場
所
へ
行
か
れ
て
い

た
そ
う
で
す
。ま
た
、ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
や
手
芸
も
好
き
だ
っ
た
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

誕
生
日
当
日
は
、
施
設
の
方
や

親
族
の
方
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
祝

い
状
を
受
け
取
り
、
長
寿
の
秘ひ

訣け
つ

は
「
い
つ
も
に
こ
に
こ
し
て
、
ご

飯
は
好
き
嫌
い
な
く
食
べ
る
こ

と
」
と
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

吉
野
川
市
内
の
百
歳
以
上
の
長

寿
者
は
36
人
（
女
性
32
人
、
男
性

４
人
）
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
内
の
医
療
機
関
や
介
護
事
業

所
な
ど
を
対
象
に
、
在
宅
に
お
け

る
口こ

う

腔く
う

ケ
ア
に
つ
い
て
の
研
修
会

が
１
月
19
日
、
３
月
22
日
の
両
日
、

市
医
師
会
主
催
に
よ
り
市
役
所
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
月
の
研
修
会
で
は
、
徳
島
県

歯
科
医
師
会
理
事
山
口
貴
功
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
、「
訪
問
歯
科
診
療

と
口
腔
ケ
ア
の
現
状
・
問
題
点
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
、
在
宅
で
暮

ら
す
要
介
護
者
な
ど
に
対
し
て
の

口
腔
ケ
ア
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

３
月
の
研
修
会
で
は
、
徳
島
県

歯
科
衛
生
士
会
の
６
人
を
講
師
に

迎
え
、「
在
宅
に
お
け
る
口
腔
ケ
ア

の
実
技
」
と
題
し
て
、
口
腔
ケ
ア

の
介
助
方
法
な
ど
、
実
際
に
歯
ブ

ラ
シ
を
使
っ
た
実
技
指
導
が
あ
り

ま
し
た
。

平
成
28
年
度

フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・

セ
ン
タ
ー
功
労
者
表
彰
式

百
歳
の
誕
生
日

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

松家德重さん
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④
美
郷
支
所　

会
議
室

問
い
合
わ
せ

人
権
課	

☎
22-

２
２
２
９

	

℻
22-

２
２
４
７

　

欠
員
と
な
っ
て
い
た
、
鴨
島
地
区
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
次
の
と
お
り

決
ま
り
ま
し
た
。

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
　
　
　
　
　

山
田　

政
弘
さ
ん

　
　
　
　
　
　

大
和
・
金
光
・
若
宮

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
　
　
　
　
　

片
岡　

典
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　

知
恵
島
四
ツ
屋
・
蛭
子
・

　
　
　
　
　
　

中
須
賀
・
東
郷
西

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
主
な
職
務

は
、
高
齢
者
福
祉
や
児
童
福
祉
な
ど
の

各
種
相
談
に
応
じ
、
助
言
や
情
報
提
供

な
ど
の
援
助
を
す
る
こ
と
で
す
。

問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
課　

地
域
福
祉
係

	
☎
22-

２
２
６
１

	
℻
22-

２
２
６
０

　

毎
年
、
５
月
12
日
を
「
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
日
」
と
定
め
、「
広
げ
よ

う　

地
域
に
根
ざ
し
た　

思
い
や
り
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
全
国
一
斉
に

民
生
委
員
が
社
会
福
祉
の
増
進
に
取
り

組
む
決
意
を
新
た
に
す
る
日
と
し
て
お

り
、
こ
の
日
か
ら
一
週
間
を
「
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
日　

活
動
強
化
週
間
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
５
月
５
日
「
こ
ど
も
の
日
」

か
ら
一
週
間
は
、
児
童
福
祉
の
理
念
の

普
及
、啓
発
の
た
め
「
児
童
福
祉
週
間
」

と
し
て
い
ま
す
。

　

何
か
困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

お
住
ま
い
の
地
区
の
担
当
民
生
委
員・

児
童
委
員
を
知
り
た
い
方
は
、
社
会
福

祉
課
（
本
館
２
階
）
ま
た
は
社
会
福
祉

協
議
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
課　

地
域
福
祉
係

	

☎
22-

２
２
６
１

	

℻
22-

２
２
６
０

社
会
福
祉
協
議
会	

☎
25-

５
５
３
３

	

℻
25-

５
５
２
８

　

本
市
で
は
、
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
の
組
織
的
な
回
収
と
リ
サ
イ
ク
ル

処
理
を
進
め
て
い
ま
す
。
適
切
な
処
理

を
行
い
、農
村
環
境
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
、
回
収
作
業
の
円
滑
な
運
用
や

計
量
機
器
の
購
入
費
・
法
定
検
査
費
な

ど
を
継
続
的
・
安
定
的
に
確
保
す
る
た

め
、処
理
単
価
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
回
収
分
か
ら
、
単
価
は

次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

現
状　
　
　

１
㎏
あ
た
り
19
円

変
更
後　
　

１
㎏
あ
た
り
21
円

問
い
合
わ
せ

市
農
業
振
興
課	

☎
22-

２
２
２
８

	

℻
22-

２
２
３
７

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
に
根
ざ
し

た
人
権
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
推
進
す

る
と
と
も
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
人
権

問
題
な
ど
の
相
談
相
手
と
し
て
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

　

吉
野
川
市
で
は
、
人
権
擁
護
委
員
の

日
に
ち
な
ん
で
、
市
内
４
カ
所
で
特
設

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

人
権
問
題
に
限
ら
ず
、
子
育
て
な
ど

あ
ら
ゆ
る
悩
み
ご
と
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら

れ
ま
す
。

と
き　

６
月
１
日
㈭

	

午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ

①
西
麻
植
会
館
２
階　

会
議
室

②
吉
野
川
市
交
流
セ
ン
タ
ー
１
階
和
室

③
山
川
公
民
館　

研
修
室
３

お
知
ら
せ

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

処
理
単
価
変
更
に
つ
い
て

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

処
理
単
価

人
権
相
談
所

６
月
１
日
は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

担
当
地
区

担
当
地
区

委
員
氏
名

委
員
氏
名
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自
分
の
力
・
可
能
性
、
広
げ
よ
う
世
代

を
超
え
た
交
流
の
輪
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

申
込
方
法　

川
島
公
民
館
、
山
川
公
民

館
、
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け

の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
募
集
定
員

を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
講
座

生
を
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

５
月
15
日
㈪
～
19
日
㈮

※
募
集
定
員
に
達
し
て
い
な
い
場
合

は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

そ
の
他　

内
容
に
つ
い
て
は
、
会
場
と

な
る
施
設
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。問

い
合
わ
せ

川
島
公
民
館	

☎
・
℻
25-

２
１
８
０

山
川
公
民
館	

☎
42-

５
５
８
２

	

℻
42-

５
５
６
８

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー	

☎
43-

２
８
１
１

	

℻
43-

２
１
１
３

　

毎
年
５
月
に
、「
赤
十
字
活
動
支
援

費
の
募
集
運
動
」
を
実
施
し
、
各
地
域

の
赤
十
字
奉
仕
団
（
婦
人
会
等
）、
自

治
会
な
ど
の
ご
協
力
の
も
と
、
各
ご
家

庭
に
ご
支
援
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間

	

５
月
10
日
㈬
～
６
月
30
日
㈮

　

社
費
は
献
血
事
業
や
自
然
災
害
・
紛

争
な
ど
に
よ
る
被
災
者
・
犠
牲
者
を
支

援
す
る
事
業
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

前
年
度
の
ご
協
力
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
今
年
度
も
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
課　

地
域
福
祉
係

	

☎
22-

２
２
６
１

	

℻
22-

２
２
６
０

　
『
吉
野
川
市
防
災
・
情
報
メ
ー
ル
配

信
サ
ー
ビ
ス
』
の
新
規
登
録
お
よ
び
既

登
録
者
が
登
録
情
報
を
変
更
す
る
際
の

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど
が
次
の
と
お
り

変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
市
よ
り
配
信
さ
れ
る
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
は
従
来
ど
お
り
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

市
防
災
対
策
課	

☎
22-

２
２
３
５

	

℻
22-

２
２
４
８

市
秘
書
広
報
課	

☎
22-

２
２
０
３

	

℻
22-

２
２
４
４

　

市
内
在
住
の
方
は
、
ど
な
た
で
も
受

講
で
き
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

講
座
の
内
容

○
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ　

～
お
ひ
ざ
に

抱
っ
こ
、
わ
ら
べ
歌
で
あ
そ
ぼ
～
（
乳

幼
児
と
保
護
者
20
組
）

　

就
学
前
の
乳
幼
児
を
対
象
に
、
伝
承

「
わ
ら
べ
歌
」
で
親
子
で
楽
し
く
遊
び

ま
す
。

○
地
域
学
習
講
座
（
60
人
）

　

地
域
の
歴
史
と
文
化
に
触
れ
る
と
と

も
に
、
地
域
の
課
題
に
も
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
す
。
講
演
会
、
現
地
研
修
会

な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
い
き
い
き
生
活
講
座
（
60
人
）

　

健
や
か
で
ゆ
と
り
あ
る
、
い
き
い
き

と
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
を
め
ざ
し
、

自
ら
の
教
養
を
高
め
る
学
習
や
実
践
活

動
に
取
り
組
み
ま
す
。
講
演
会
、
講
習

会
、
現
地
研
修
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
料
理
講
座
（
12
人
）

○
絵
手
紙
講
座
（
15
人
）

○
歴
史
講
座
（
30
人
）

○
ク
レ
イ
ア
ー
ト
講
座
（
15
人
）

　
「
生
涯
学
習
講
座
で
、
見
つ
け
よ
う

防
災
・
情
報
メ
ー
ル
に
つ
い
て

平
成
29
年
度
日
本
赤
十
字
活
動
支

援
費（
日
赤
社
費
）募
集
に
つ
い
て

生
涯
学
習
講
座
の
講
座
生
募
集

募

　集

地区別内訳 （単位：円）

28年度
目標額

28年度
達成額

29年度
目標額

鴨島地区 3,765,000 3,542,500 3,737,000

川島地区 1,229,000 1,130,000 1,212,000

山川地区 1,651,000 1,753,000 1,634,000

美郷地区 173,000 196,400 167,000

合　計 6,818,000 6,621,900 6,750,000

平成29年3月31日現在

【新規】
kiku@yoshinogawa.
i-tokushima.jp

【変更・中止】
tutuji@yoshinogawa.
i-tokushima.jp

川
島
教
室
（
川
島
公
民
館
ほ
か
）

山
川
教
室
（
山
川
公
民
館
ほ
か
）

美
郷
教
室
（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
ほ
か
）
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参
加
料　

３
０
０
円
（
入
館
料
含
む
）

◆
美
郷
地
区
内
各
種
団
体
模
擬
店

　

美
郷
地
区
の
各
団
体
に
よ
る
美
郷
の

特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
と
販
売
を
行
い
ま
す
。

と
き　

美
郷
ほ
た
る
ま
つ
り
期
間
中
の

土
・
日
曜
日

◆
開
館
時
間
を
延
長
し
ま
す

○
美
郷
ほ
た
る
館

５
月
27
日
㈯
～
６
月
11
日
㈰　

午
後
９

時
30
分
ま
で
（
期
間
中
は
無
休
）

○
美
郷
物
産
館

５
月
27
日
㈯
～
６
月
11
日
㈰

	

午
後
９
時
30
分
ま
で

問
い
合
わ
せ

美
郷
ほ
た
る
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
美

郷
ほ
た
る
館
内
）	

☎
43-

２
８
８
８

	

℻
26-

７
０
１
０

美
郷
ほ
た
る
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

美
郷
の
観
光
情
報
サ
イ
ト
「
美
郷
の

環わ

」

http://w
w
w
.m
isato-now

a.jp
　

船
窪
つ
つ
じ
公
園
の
オ
ン
ツ
ツ
ジ

が
、
５
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、

見
ご
ろ
と
な
り
ま
す
。

　

開
花
期
間
中
は
公
園
付
近
道
路
の
混

雑
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
公
園
か
ら

８
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
手
前
の
駐
車
場

に
駐
車
し
、
徒
歩
で
の
移
動
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
商
工
観
光
課	

☎
22-

２
２
２
６

	

℻
22-

２
２
３
７

と
き　

６
月
24
日
㈯

	

開
場　

午
後
５
時
15
分

	

開
演　

午
後
６
時　
　

と
こ
ろ　

鴨
島
公
民
館

出
演
者　
（
１
本
目
）青
空
球
児
・
好
児
、

エ
ド
山
口
、
古
今
亭
菊
志
ん

（
２
本
目
）
お
ぼ
ん
・
こ
ぼ
ん
、
北
口

幹
二
彦
、
昔
昔
亭
桃
太
郎

主
催　

吉
野
川
市
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
徳
島
放
送

局入
場
料　

無
料
（
た
だ
し
、
往
復
は
が

き
で
の
申
し
込
み
が
必
要
）

申
込
先　

〒
７
９
０-

８
５
０
１　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
松
山
放
送
局 

真
打
ち
競
演 

係

申
込
期
限　

５
月
31
日
㈬ 

必
着

問
い
合
わ
せ

鴨
島
公
民
館	

☎
24-

５
１
１
１

	

℻
24-

５
１
１
３

対
象
者　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な

い
方

利
用
期
間　

７
月
～
９
月

実
施
場
所　

健
祥
会
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ

ン
ト
吉
野
川
（
川
島
町
川
島
１
０
６-

２
）	

☎
26-

３
０
１
０

	

℻
26-

３
６
１
１

※
見
学
も
歓
迎
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
料　

２
５
０
円
／
１
回

利
用
限
度　

各
コ
ー
ス
週
１
回

申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑

※
申
請
書
は
、
介
護
保
険
課
（
本
館
２

階
）、
各
支
所
（
川
島
・
山
川
・
美
郷
）、

健
祥
会
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
吉
野
川

に
あ
り
ま
す
。

申
請
締
切　

６
月
16
日
㈮

利
用
コ
ー
ス
・
運
動
の
内
容

【
水
中
運
動
（
入
門
・
向
上
）
コ
ー
ス
】

温
水
プ
ー
ル
で
歩
行
を
中
心
と
し
た
水

中
運
動

【
マ
シ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ（
入
門
・
向
上
）

コ
ー
ス
】

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
な
ど
を
使
用
し
た

運
動

※
送
迎
が
必
要
な
方
は
、
事
業
所
が
送

迎
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
介
護
保
険
課	

☎
22-

２
２
６
５

	

℻
22-

２
２
６
０

と
き　

５
月
27
日
㈯
～
６
月
11
日
㈰

◆
ほ
た
る
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
（
無
料
）

　
Ｊ
Ｒ
阿
波
山
川
駅
と
山
川
地
域
総
合

セ
ン
タ
ー
（
旧
山
川
庁
舎
）
か
ら
、
美

郷
ほ
た
る
館
ま
で
の
間
、
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
を
運
行
し
ま
す
（
ま
つ
り
期
間
中
の

午
後
６
時
～
10
時
）。

◆
ほ
た
る
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動

と
き　

５
月
27
日
㈯
、
６
月
11
日
㈰

	

午
前
９
時
（
約
１
時
間
）

と
こ
ろ　

美
郷
ほ
た
る
館

◆
ほ
た
る
観
察
会

と
き　

５
月
27
日
㈯
～
６
月
11
日
㈰

	

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

当
日
受
付　

先
着
20
人

	

（
美
郷
ほ
た
る
館
入
館
者
対
象
）

「
パ
ワ
ー
・
デ
イ
」参
加
者
募
集

～
暑
さ
に
負
け
な
い
体
づ
く
り
を

始
め
ま
し
ょ
う
～

第
31
回
美
郷
ほ
た
る
ま
つ
り

ツ
ツ
ジ
の
見
ご
ろ
に
つ
い
て

Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
収
録
番
組

「
真
打
ち
競
演
」に
つ
い
て

催

　し
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講
師　

米
津　

浩
さ
ん

（
吉
野
川
医
療
セ
ン
タ
ー

　

診
療
部
長
）

　

日
本
に
は
、
約
１
千
万
人
の

骨
粗
し
ょ
う
症
の
患
者
が
い
る

と
さ
れ
て
お
り
、
進
行
す
る
と
、

転
倒
な
ど
の
ち
ょ
っ
と
し
た
は

ず
み
で
骨
折
し
や
す
く
な
り
、

骨
折
が
原
因
で
寝
た
き
り
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
講
演
で

は
、
骨
粗
し
ょ
う
症
・
脊
椎
圧

迫
骨
折
・
大
腿
骨
近
位
部
骨
折

を
三
本
柱
と
し
て
お
話
い
た
だ

き
ま
す
。

と
き　

７
月
３
日
㈪

午
後
１
時
30
分
～
２
時
45
分

と
こ
ろ　
鴨
島
公
民
館
視
聴
覚
室

問
い
合
わ
せ

鴨
島
公
民
館	

☎
24-

５
１
１
１

	

℻
24-

５
１
１
３

市
介
護
保
険
課
（
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
）	

☎
22-

２
２
６
５

	

℻
22-

２
２
６
０

介
護
予
防
講
演
会

【
入
場
無
料
】

「
骨
粗
し
ょ
う
症
と
骨
折
に
つ
い
て
」

米津  浩さん

○
第
１
回
目
（
男
女
共
同
参
画
）

　

と
き　

５
月
20
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

　

と
こ
ろ　

交
流
セ
ン
タ
ー

　

講
師　

オ
フ
ィ
ス
「
想
」

　
　
　
　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
宰

　
　
　
　

中
野  

満
知
子  

さ
ん

　
　
　
　
（
な
か
の 

ま
ち
こ
）

　

演
題　
「
い
き
い
き
と
楽
し
く

生
き
る
た
め
に
」
～
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
見
直
そ
う
～

　

相
手
を
攻
撃
す
る
こ
と
な
く
、

自
分
自
身
の
気
持
ち
を
上
手
に
表

現
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
暴
力

と
な
る
言
動
は
減
ら
す
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

○
第
２
回
目

　
（
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
権
）

　

と
き　

７
月
28
日
㈮

　
　
　
　

午
後
２
時
～

　

と
こ
ろ　

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

　

講
師　

レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
イ
ド

　
　
　
　

愛
媛
代
表

　
　
　
　

エ
デ
ィ  

さ
ん

　

演
題　
「
人
権
課
題
と
し
て
の

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」～
同
性
愛
・

性
別
違
和
に
つ
い
て
～

　

同
性
愛
や
性
別
違
和
当
事
者
の

思
い
を
中
心
に
、
自
分
探
し
や
自

分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
の
意
味
、

自
身
が
運
営
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
で
の
活
動
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
講
演
会
終

了
後
、
希
望
者
に
よ
る
懇
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

○
第
３
回
目
（
外
国
人
の
人
権
）

　

と
き　

９
月
13
日
㈬

　
　
　
　

午
後
２
時
～

　

と
こ
ろ　

山
川
公
民
館

　

講
師　

徳
島
大
学
准
教
授

　
　
　
　

モ
ー
ト
ン
常
慈  

さ
ん

　
　
　
　
（
も
ー
と
ん 
じ
ょ
う
じ
）

１
９
６
９
年
カ
ナ
ダ
生
ま
れ
。　

１
９
８
８
年
の
初
来
日
よ
り
日
本

文
化
に
魅
せ
ら
れ
、１
９
９
３
年
、

立
命
館
大
学
の
交
換
留
学
生
だ
っ

た
際
に
、
京
都
の
大
徳
寺
で
住
み

込
み
を
経
験
。

○
第
４
回
目

　
（
感
染
症･

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
の
人

　

権
）

　

と
き　

平
成
30
年
２
月
24
日
㈯

　
　
　
　

午
後
２
時
～

　

と
こ
ろ　

交
流
セ
ン
タ
ー

　

講
師　

ラ
イ
フ･

エ
イ
ズ･

プ
ロ

　
　
　
　

ジ
ェ
ク
ト
代
表

　
　
　
　

清
水  

茂
徳  

さ
ん

　
　
　
　
（
し
み
ず 

し
げ
の
り
）

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
）･

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
（
エ
イ
ズ
：

後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
）
の
現

状
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
者
へ
の
支
援
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
人
権
課	

☎
22-

２
２
２
９

	

℻
22-

２
２
４
７

　

吉
野
川
市
人
権
施
策
推
進
計
画

は
本
市
の
人
権
施
策
を
総
合
的
・

計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
の
基
本

計
画
で
す
。
平
成
24
年
３
月
か

ら
、
10
年
計
画
で
取
り
組
ま
れ
て

お
り
、
平
成
28
年
度
は
本
計
画
の

中
間
年
で
し
た
。

　

吉
野
川
市
人
権
施
策
推
進
審
議

会
で
は
、
社
会
情
勢
の
変
化
を
鑑

み
、
各
種
施
策
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
点
検
お
よ
び
評
価
を
実
施

し
、
中
間
評
価
と
し
て
ま
と
め
ま

し
た
。

　

新
た
に
生
じ
た
人
権
課
題
や
国

の
新
た
な
法
整
備
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
こ
の
中
間
評
価
を
本
計
画
に

反
映
さ
せ
、「
人
権
の
花
咲
く
ま

ち
吉
野
川
」
実
現
を
め
ざ
し
て

今
後
さ
ら

に
効
果
的

に
取
り
組

み
を
進
め

て
い
き
ま

す
。 人

権
と
ぴ
っ
く
す

吉
野
川
市
人
権
施
策
推
進
計

画（
中
間
評
価
）を
実
施

み
ん
な
で
参
加
し
よ
う
！

人
権
講
座
の
お
知
ら
せ

吉野川市ホームページ　http://www.city.yoshinogawa.lg.jp13



　働くことに対して不安や悩みを抱
えている若者（義務教育修了後15歳
～おおむね39歳）やその家族に対し
て相談に応じます。
　相談は無料で、秘密は堅く守られ
ますので、気軽にご相談ください。
とき　６月15日（木）
　　　午後１時～４時
ところ　吉野川市役所　本館２階　
　　　相談室21
問い合わせ
あわ地域若者サポートステーション
☎088（637）7553
℻088（696）2510

働いていない若者の
就労・悩み相談

五月新緑コンサート
出演者　多数、募集中!!
とき　５月28日（日）
　　　午後１時～４時
ところ　ＪＲ鴨島駅前老人ホーム
　　　あけわ敷地内（雨天決行）

連絡先
まちかどコンサート実行委員会
☎24-2400　℻24-3725（鎌田）

第196回まちかどコンサート

徳島ヴォルティス
ホームゲームスケジュール
とき　５月27日（土）　午後４時
対戦相手　カマタマーレ讃岐
とき　６月10日（土）　午後４時
対戦相手　湘南ベルマーレ
とき　６月17日（土）　午後７時
対戦相手　ロアッソ熊本
会場　
　鳴門・大塚スポーツパーク
　ポカリスエットスタジアム

問い合わせ
徳島ヴォルティス株式会社
☎088（672）7339
℻088（672）7262
ホームページアドレス
http://www.vortis.jp/

生活トピックス
巡回職業相談

とき　
水曜コース（12回）　毎週水曜日
　６月７日～８月23日
土曜コース（８回）　
　７月１日、８日、22日
　８月５日、19日、26日
　９月９日、30日
　午後１時30分～４時
ところ　障がい者就労支援センター
　かがやき
対象者　市内にお住まいの障がい

者・障がい児
募集人数　水曜コース、土曜コース

とも10人（先着順）
講座内容　ノート型パソコンコー

ス、タブレット型パソコンコース
受講料　無料（ただし教材費は実費）
※詳しくはお問い合わせください。
問い合わせ
中央広域障がい者生活支援センター
はくちょう
☎36-7070　℻36-7071

　いつ起こるか予想できない災害か
ら私たちの命や財産を守るために、
地元消防団を始めとする幅広い防災
関係機関のもと、吉野川・那賀川合
同総合水防演習を開催します。入場
無料ですので、ぜひ一緒に見て、学
んで、体験してください。
とき　５月21日（日）　午前９時～

正午（雨天決行、洪水時は中止）
ところ　徳島市民吉野川運動広場

（徳島市住吉４丁目　吉野川大橋下
流　南岸河川敷）

内容　水防工法、人命救助訓練、ラ
イフライン復旧、防災体験コー
ナーなど

※当日はたくさんの防災関係機関が
参加し、水防工法をはじめ、防災
車両、ヘリコプターの演習などを
使用した多彩な訓練を行います。

問い合わせ
国土交通省　四国地方整備局
徳島河川国道事務所　河川調査課
☎088（654）2211

障がい者パソコン講座の
ご案内

平成29年度吉野川・那賀川
合同総合水防演習

対象者　職業相談希望の方
内容　県内求人情報の提供と職業相

談、職業についての知識や就職の
心構えについて指導

※雇用保険の受け付けは行いません。
【山川】
とき　６月５日（月）
	 午前10時～11時30分
ところ　湯立会館

【川島】
とき　７月12日（水）
	 午後１時30分～２時30分
ところ　こだま会館
問い合わせ
ハローワーク吉野川
☎24-2166　℻22-0410

清掃ボランティアのご案内

阿波吉野川警察署だより

　除草作業、清掃作業を行います。
江川湧水源周辺
集合場所　江川湧水源「いやしの舎」
	 （吉野川医療センター西側）
作業日時　６月１日（木）
	 午前６時30分～７時30分
多津美橋～江川・鴨島公園
集合場所　多津美橋あずまや
	 （鴨島第一中学校西側）
作業日時　６月１日（木）
　　　　　午前７時～８時
問い合わせ
ＮＰＯ法人江川エコフレンド
☎090（9553）9760
℻24-5113（岡田）

◎平成29年度警察官採用試験の案
　内について
受付期間
　５月12日（金）～６月２日（金）
第１次試験日　７月９日（日）
受験資格
警察官Ａ（男性・女性）
　昭和62年４月２日以降に生まれ
た方で４年制大学等を卒業した方、
または、平成30年３月31日までに
卒業見込みの方

◎自転車交通安全運動月間について
実施期間
　５月31日（水）まで
運動の重点
①自転車の安全利用の実践
②自転車交通安全教育の推進
③安全な自転車利用環境の整備
④安全性の高い自転車の普及
⑤自転車事故に備えた措置
問い合わせ
阿波吉野川警察署　
☎25-6110　℻25-6133
鴨島町交番　☎24-2331

広報よしのがわに関する問い合わせは市秘書広報課まで
☎22－2203　FAX22－2244 14



歯
周
病
が
進
行
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
歯
周
病
と
糖
尿
病

に
は
双
方
の
病
気
に
密
接
な
関
係

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
歯
周
病
を
治
療
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
指
標
で
あ
る
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
（
直

近
数
カ
月
の
平
均
血
糖
値
の
指

標
）
が
改
善
さ
れ
て
、
糖
尿
病
も

良
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
歯
周
病
の
治
療
・
予
防

の
た
め
に
は
歯
磨
き
が
大
切
に
な

り
ま
す
。
そ
し
て
食
事
・
栄
養
管

理
、
禁
煙
な
ど
の
生
活
習
慣
の
改

善
も
大
切
で
す
。
歯
周
病
は
痛
み

も
な
く
進
行
し
て
い
く
病
気
で

す
。
一
度
か
か
り
つ
け
の
歯
医
者

さ
ん
で
、
自
分
は
ど
の
程
度
の
歯

周
病
な
の
か
を
調
べ
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。
状
況
に
応
じ
た
ア
ド
バ

イ
ス
や
治
療
を
受
け
、
再
発
し
な

い
よ
う
に
定
期
検
診
を
受
け
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

歯
周
病
を
治
療
・
予
防
す
る
こ

と
で
、
全
身
の
病
気
で
あ
る
糖
尿

病
を
予
防
で
き
る
と
な
る
と
素
晴

ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

【
吉
野
川
市
歯
科
医
師
会
】

　

お
口
の
質
問
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
下
記
ま
で
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

 

質
問 　
私
は
糖
尿
病
で
内
科
に
か

か
っ
て
い
ま
す
。
口
の
中
の
手
入
れ

が
悪
い
と
、
糖
尿
病
が
悪
化
す
る

と
聞
き
ま
し
た
が
本
当
で
す
か
？

 

回
答 　
お
口
の
中
の
手
入
れ
を
怠

る
と
、
歯
や
歯
ぐ
き
の
周
り
に
歯

垢
（
プ
ラ
ー
ク
）
が
付
き
ま
す
。

実
は
こ
の
歯
垢
、
食
べ
か
す
な
ど

の
た
だ
の
「
垢
（
あ
か
）
」
で
は
な

く
、
虫
歯
や
歯
周
病
の
原
因
と
な

る
細
菌
の
塊
な
の
で
す
。
こ
の
歯

垢
が
、
歯
と
歯
ぐ
き
の
間
に
あ
る

歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
に
入
り
込
む

と
、
炎
症
を
引
き
起
こ
し
、
骨
を

溶
か
し
ま
す
。
こ
れ
が
歯
周
病
で

す
。

　

こ
の
歯
周
病
を
治
療
せ
ず
に

そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
炎
症
に

よ
っ
て
糖
の
代
謝
機
能
を
妨
げ
ま

す
。
こ
う
し
て
、
血
液
中
の
糖
の
濃

度
を
下
げ
る
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
イ

ン
ス
リ
ン
の
効
き
を
悪
く
し
、
血

糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
不
良
に
な
り
、

結
果
的
に
糖
尿
病
を
悪
化
さ
せ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

逆
に
、
糖
尿
病
が
悪
化
す
る
と

免
疫
力
が
低
下
し
、
唾
液
量
も
減

少
し
ま
す
。
そ
し
て
、
血
管
が
も

ろ
く
な
っ
て
治
癒
不
全
が
起
き
、

第
13
回
　

歯
周
病
と
糖
尿
病

●お口の質問について（窓口）●
市秘書広報課　メールアドレス hishokouhou@yoshinogawa.i-tokushima.jp　FAX 22-2244

お
し
え
て
!!
歯
医
者
さ
ん

生活トピックス
文化研修センター通信 鴨島公民館だより
○一日体験講座
⃝夏のいけ花「ガラスの器に活けましょう」
とき　６月11日（日）　午前９時～11時
ところ　文化研修センター(研修室２)
講師　武田　慶園（桑原専慶流）
定員　20人（親子・大人・子どもだけでも可）
参加費　１人　1,000円
申込期限　５月31日（水）まで
⃝藍染め　
とき　６月25日（日）　午前８時30分～正午
ところ　藍工房・専修舘（鴨島町喜来：徳住
寺境内）
講師　藤井　和栄さん
準備物　ゴム手袋、汚れてもよい服
○平成29年度　第８回吉野川市歌人クラブ
　短歌大会　作品募集
とき　11月12日（日）
　　　午前10時～午後３時30分　
ところ　文化研修センター(多目的ホール)
講話　歌の解釈と鑑賞
講師　松田　一美さん
　　　（徳島県歌人クラブ副会長）
参加費　1,500円（当日出席で昼食要の方）
　800円（当日出席で昼食不要の方、作品出

詠者で当日欠席の方）
申込方法　未発表作品一首を申込用紙に記

入し、参加費を添えて申し込みください
（用紙は５月下旬から、文化研修センター
に準備しています）。

送付先　申込用紙（募集要項）に記載しています。
作品申込期限　７月10日（月）必着
問い合わせ・申し込み
文化研修センター　
☎22-0015　℻22-0016

★講座案内（参加費無料）
○そこがもっと知りたい　～原子力発電の基礎知識と課題～
　とき　５月22日（月）　午後１時30分～２時45分
　※伊方発電所見学者は必須
○元気づくり体操　～介護予防体操～
　とき　５月25日（木）　午後１時30分～３時
○健康セミナー　～しびれ、頭痛、めまいについて～
　とき　５月25日（木）　午後３時～４時
○子どもえいが会　～ハローキティとオズの魔法の国～　
　とき　５月27日（土）　午前10時30分
○地域創生、現地研修　～愛媛県伊方発電所～
　とき　５月30日（火）　午前７時出発（午後７時帰着）
○歴史　～歪められた歴史、天武の改革～
　とき　６月７日（水）　午前10時～11時30分
○やさしい経済　～ゼロ金利政策の効果と日本の財政の現状と課題～
　とき　６月９日（金）　午後１時30分～２時45分
○地域創生、現地研修　～ドイツ館・賀川記念館・福寿醤油・ハレルヤ～
　とき　６月14日（水）　午前８時40分出発（午後５時10分帰着）
★絵手紙講座生募集
～暑中見舞い・年賀状を絵手紙で送ってみませんか！～  全６回
　とき　６月30日（金）、７月１日（土）、２日（日）、11月19日（日）、
　　　　20日（月）、22日（水）　午前10時～11時30分
　講師　日野　邦恵さん　　定員　10人
　準備物　各自　※詳しくは鴨島公民館へ
　受付開始　６月１日（木）から（電話可）
★お知らせ
○忘れ物について
　公民館での忘れ物（傘、杖、手袋、履き物など）に心当たりの
ある方は、１階ロビーにぜひ見に来てください。
　期間　５月20日（土）～31日（水）
　ラジオ体操を毎朝８時30分から鴨島公民館北イベント広場で
３月～７月、９月～12月の期間中（火曜日は休み）実施していま
す。どなたでも参加できます。
問い合わせ・申し込み　鴨島公民館　☎24-5111　℻24-5113

「児童虐待かも？」と思ったら、迷わず児童相談所全国共通ダイヤル『１８９』へ連絡を!15



吉野川市オレンジのつどい
（認知症の人と家族のつどい)

平成29年度 

　本人や介護家族が集まって自由に話をしながら、情報交換や介護の相談、認知症に関
する勉強などを行う場として開催しています。
　今年度も次のとおり開催しますので、認知症の家族を介護している方、また介護の経
験がある方、ボランティアの方など、お気軽にご参加ください。

日　　　　程 時　　　間 場　所
第１回 平成29年 ５月26日（金） １）つどい

　　午後１時30分〜３時30分
２）個別相談
　　午後３時30分より

吉野川市役所
東館２階
221会議室

第２回 ８月24日（木）
第３回 11月24日（金）
第４回 平成30年 ２月22日（木）

　認知症は、誰もがなりうる可能性のある病気です。だからこそ、正しい理
解が不可欠です。大切な家族が認知症になる…　戸惑いと不安、そして悩み
と混乱…きっと誰もが経験することです。
　認知症になっても、物事を忘れても、心は生きています。周りの人々への
感謝や思いやりの心もしっかりと持ち続けていることも分かっています。認
知症の人は決して「わからない人」ではありません。認知症についてみんな
で学び合いませんか。

◆内　容
・介護者同士のつどい・交流
・認知症や介護に関する情報交換
　（アドバイサー：認知症の人と家族の会 徳島県支部）

　
◆対象となる方

・認知症の方や介護しているご家族
・認知症の方の介護経験のある方
・認知症に関心のある方・ボランティアの方

◆申し込み
それぞれの日程の１週間前までに、介護保険課（地域包括支援センター・本館２階）
へ申し込みください。

◆日程・場所

ひとりで悩まずに相談してください。
とくしま自殺予防センター　☎088（602）8911 ℻088（652）2327　9:00～16:00（土・日・祝日・年末年始除く）

●問い合わせ　市介護保険課（地域包括支援センター）　☎22-2265　℻22-2260

ひとりで悩まないで
ひとりで抱えこまない

で
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　認知症になっても、住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、平成28年４月から「認知症
初期集中支援チーム」を吉野川市地域包括支援センターに設置しています。

　認知症は早期発見・早期治療により進行を遅らせることができます。また、軽度の認知症であれば早期治
療と対応で元気な状態に戻ることも可能だといわれています。
　認知症が気になる方、認知症の家族のことでお悩みの方は、介護保険課（地域包括支援センター・本館２階）
へご相談ください。

　認知症の方やその家族から相談を受け
たチーム員が、自宅を訪問し認知症の程
度の把握や情報提供などを行います。

　その後、チーム員会議を開き、必要な
医療や介護サービスなど支援の方向性を
検討し、各関係機関と連携して必要な支
援を行います。

　介護サービスの導入や専門医への受診
につなげ、ケアマネジャー（介護支援専
門員）などへの引き継ぎを行い、初期集
中支援を終了します。

　支援終了後もモニタリングを行い、支
援の状況を確認します。

①地域包括支援センターへ相談

　　　支援の流れ　▶▶▶▶

⑤ケアマネジャーなどへの引き継ぎ

②初回訪問
（保健師または看護師と社会福祉士の
２人が訪問します）

④必要な支援の実施
（かかりつけ医、サポート医からの助
言・指導、支援に向けての連携調整）

③チーム員会議
　支援の方針の検討

認知症初期集中
支援チームとは…

　認知症の早期診断・
早期対応を目的とし、
専門医、保健師または
看護師、社会福祉士な
どの多職種の医療と福
祉の専門スタッフで構
成された専門職のチー
ムです。

～みなさんも『認知症サポーター』になりませんか!!
　『認知症サポーター』とは、認知症サポーター養成講座を受け、認知症に
対する正しい知識と理解を持ち、できる範囲での手助けをする人です。そ
の印として『オレンジリング』を持っています。

◆対象者：１） 吉野川市民・市内地区組織（老人会・婦人会・自治会など）
２） 職域（市内の企業・商工団体）
３） 学校（小学校・中学校・高等学校）

◆講座内容：１） 認知症とは　２） 認知症の症状　３） 認知症の予防　４） 認知症
の方への接し方

◆申し込み：介護保険課（地域包括支援センター・本館２階）へ申し込みください。
申し込みの際に、団体名、代表者名、代表者電話番号、実施場所(吉野川市内のみ)、
希望日時、参加予定人数(※10人以上から)をお伝えください。

不法投棄は大変な犯罪です!! もし不法投棄を見かけたら、ご連絡ください。
阿波吉野川警察署 ☎25-6110　市環境企画課 ☎22-2230 ℻22-2247

●問い合わせ　市介護保険課（地域包括支援センター）　☎22-2265　℻22-2260

●問い合わせ　市介護保険課（地域包括支援センター）　☎22-2265　℻22-2260

認知症サポーター養成講座の出前講座ついて（無料）

認知症になっても、安心して生活できるよう

認知症初期集中支援チーム がお手伝いします

認知症が気になったら…
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平成29年度後期高齢者医療制度の健康診査について
　後期高齢者医療制度に加入されている方を対象に、糖尿病などの生活習慣病の早期発見や重症化
の予防のため、健康診査を実施します。
　健康診査の対象となる方には『健康診査受診券』を送付しますので、ぜひ受診しましょう。

　入院をしていた方または生活習慣病と診断された方は、すでに健康状態を把握され、
医師の指導を受けていると考えられることから、健康診査の対象者から除いています。
※生活習慣病とは、生活習慣が発症原因に深く関わっていると考えられる病気で、糖尿病、

高血圧性疾患、脂質異常症、虚
きょ

血
けつ

性心疾患、その他心疾患、くも膜下出血、脳内出血、
脳梗塞、脳動脈硬化、その他脳血管疾患、動脈硬化があります。

○入院・施設などへ入所していない方
　　　　　または
　生活習慣病と診断されていない方………平成29年８月（予定）

○上記以外の方で、平成29年４月以降、血液検査や尿検査をしていない方
　平成29年８月以降、国保年金課（本館１階）に健康診査申込書を備え付けますので、受診を
希望する方は、健康診査申込書を提出してください。

○平成29年１月１日から平成29年９月30日までの間に後期高齢者医療制度に加入された方
　加入時期に応じ、次のとおり５月から10月までの間に健康診査申込書を送付します。入院を
していない方または生活習慣病と診断されていない方で受診を希望する方は、広域連合事務局ま
で申し込みください。後日、受診券を送付します。

①１月１日から３月31日までの間に加入された方……… ５月
②４月１日から５月31日までの間に加入された方……… ６月
③６月１日から７月31日までの間に加入された方……… ８月
④８月１日から８月31日までの間に加入された方……… ９月
⑤９月１日から９月30日までの間に加入された方………10月

健康診査受診券を送付する時期

健診項目 身体計測、血圧測定、血液検査、尿検査

受診費用 無料

受診期間 受診券を受け取られたときから平成29年12月末日まで

健康診査申込書の送付時期（予定）

●問い合わせ　徳島県後期高齢者医療広域連合事務局事業課
☎088（677）3666　℻088（666）0105

地震の心得10カ条
第１条　まず我が身の安全を図る 18



●問い合わせ・申し込み　市国保年金課　☎22-2213　℻22-2243

特 定 健 康 診 査 対 象 者

生 年 月 日 昭和17年10月１日から
昭和18年３月31日生まれの方

昭和18年４月１日から
昭和53年３月31日生まれの方

健 診 方 法 （１）集団健診
（２）医療機関健診

（１）集団健診
（２）医療機関健診

特 定 健 康 診 査
受診券の有効期限 ９月30日（土） 12月28日（木）

特定健康診査受診券 ・受診券は、７月上旬までに個別に送付します。
・平成29年度特定健康診査実施機関一覧表は、受診券に同封します。

吉野川市国民健康保険に加入されている方へ 

平成29年度特定健康診査（集団健診・医療機関健診）のお知らせ

①～⑥の集団健診では、特定健康診査と各種がん検診・腹部超音波検査（別に費用がかかります）
をあわせて受診することができます。
※各種がん検診・腹部超音波検査は、５月下旬に健康推進課が送付するがん検診等受診券をご確認
　のうえ、健康推進課（本館１階  ☎22-2268）まで申し込み、問い合わせください。
※６月28日(水)の集団健診を受診予定で、受診要件に該当される方は、お手元に特定健診受診券が
　届いていない場合でも受診できますので、ご連絡ください。

受診要件とは、平成29年４月１日時点で吉野川市国民健康保険に加入しており、健診日におい
ても吉野川市国民健康保険に加入している方で、通院している方も受診対象となります。
福祉施設･医療機関などに入所･入院している方は、受診対象となりません。

（１）集団健診 ・・・ 国保年金課（本館１階）に申し込みください。
《申し込み期間》　４月３日（月）から各健診日の前日まで
《受 付 時 間》　午前８時30分～午後５時15分（土・日・祝日を除く）
【注 意 事 項】　大雨などの警報が出た場合は中止します。

健　診　日　程
（受付時間：午前８時30分～10時30分） 実 施 場 所 受診者負担額

①　６月28日（水） 鴨 島 公 民 館

1,000円

②　８月８日（火） 美 郷 ふ る さ と セ ン タ ー

③　８月26日（土） 吉 野 川 市 役 所（ 東 館 ）

④　10月11日（水） 川 島 公 民 館

⑤　10月31日（火） 山 川 公 民 館

⑥　11月23日（木）（祝） 吉 野 川 市 役 所（ 東 館 ）

（２）医療機関健診 ・・・ 実施機関に事前に申し込みください。
《実施期間》　７月１日（土）から有効期限内
※平成29年度特定健康診査実施医療機関一覧表を確認ください。
　一覧表は、７月上旬に受診券とあわせて送付します。

受 診 者 負 担 額 1,000円

地震の心得10カ条
第２条　すばやく火の始末。あわてず、さわがず、冷静に19



平成29年度個別検診（健診）実施の医科・歯科医療機関のお知らせ
※個別検診（健診）を受診希望の方は医療機関に予約し、受診券と保険証などの身分を証明できるものを持

参し、検診（健診）を受けてください。
※75歳以上（昭和18年３月31日以前生まれ）の方、医療機関での乳がん検診をご希望の方、20～39歳男

性でヤング健診希望の方は事前に健康推進課（本館１階）へ申し込みください。受診券・問診票などを送
付します。
※受診の際は受診を希望する医療機関に予約し、診療時間の確認をお願いします。
地区 医療機関名 電話番号 大腸がん 前立腺

がん
肝炎ウイルス

検査
ヤング
健診 健康診査 胃がん

鴨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島

あおぞら内科 22－1311 ● ● ● ● ●
（医）麻名内科外科クリニック 26－0020 ● ● ● ● ●
（医）阿部整形外科 24－4880 ● ● ● ●
（医）井内内科 24－3070 ● ● ● ● ●
石原小児科 24－2388 ● ● ●

（医）石原内科循環器科 24－2536 ● ● ● ● ●
糸田川クリニック 24－7555 ● ● ● ● ●
いぬい産科婦人科クリニック 22－1230 ● ● ● ● ●
吉野川医療センター 26－2222 ● ● ● ● ●

（医）梶本胃腸科内科 24－2413 ● ● ● ● ●
（医）かなめ小児科内科クリニック 26－0310 ● ● ● ● ●
（医）鴨島病院 24－6565 ● ● ● ● ●
（医）木村内科胃腸科 24－6413 ● ● ● ● ●
杏和医院 22－0333 ● ● ● ● ●

（独）国立病院機構徳島病院 24－2161 ● ● ● ● ●
（医）鈴木内科（喜来） 24－3413 ● ● ● ● ●
（医）鈴木内科（敷地） 24－5880 ● ● ● ● ●
知恵島皮膚科診療所 36－9012 ● ●
筒井クリニック 24－3300 ● ● ● ● ●

（医）古本内科クリニック 24－7377 ● ● ● ● ●
（医）美摩病院 24－2957 ● ● ● ● ●
（医）森住内科医院 22－3010 ● ● ● ● ●
リバーサイドクリニック岡田 24－8884 ● ● ● ● ●

（医）渡辺医院 24－7177 ● ● ● ● ●

川
　
島

岡田医院 25－3566 ● ● ● ●
（医）岸整形外科 25－3133 ● ●
（医）四宮医院 25－2016 ● ● ● ● ●
（医）杉山医院 25－2802 ● ● ● ● ●
（医）矢田医院 25－2006 ● ● ● ● ●

山
　
　
　
川

（医）工藤内科医院 42－3113 ● ● ● ● ●
（医）さくら診療所 42－5520 ● ● ● ● ●
（医）谷医院 42－2353 ● ● ● ● ●
富本医院 42－3123 ● ● ● ● ●

（医）中西内科クリニック 42－6755 ● ● ● ● ●
松永医院 42－2110 ● ● ● ● ●
三木クリニック 42－6618 ● ● ● ●

美郷 美郷診療所 26－7570 ● ● ● ● ●
阿波市 農村健康管理センター 36－6611 ● ● ● ●

診療所名 電話番号

鴨
　
　
　
　
　
島

石田歯科医院 24－4348
井上歯科医院 24－8501
うらやま歯科医院 24－0009
岡本歯科 22－0838
鴨島歯科 24－6026
川井歯科 24－8436
きりの歯科クリニック 24－5151
工藤歯科医院 24－5123
近藤歯科医院 24－2822
さとう歯科医院 22－0888
瀬尾歯科医院 24－8200
多田歯科医院 24－9222

診療所名 電話番号

鴨
島

飛梅歯科医院 24－0517
まつうら歯科クリニック 22－1555
モロタニ歯科 24－6474
和田歯科クリニック 24－2336

川
島

ごとう歯科医院 26－3088
杉山歯科医院 25－4184
前坂歯科医院 25－4888

山
　
　
川

近藤歯科医院 42－2121
谷本歯科医院 42－2069
なか歯科医院 42－7410
松本歯科クリニック 42－6488
山本歯科医院 42－6474

【歯周疾患検診実施医療機関】

地震の心得10カ条
第３条　戸を開けて出口を確保

●問い合わせ　市健康推進課　☎22-2268　℻22-2245
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※子宮頸がん・乳がん検診は『要予約』です。ご希望の医療機関に必ず事前予約してください。
※乳がん検診をうけられる方は、事前に健康推進課（本館１階）に申し込みください。乳がん検診票を送

付します。
※受診の際は、必ず受診券（自己負担金額が記載されています）と保険証などの身分を証明できるものを

持参ください。

平成29年度子宮頸
けい

がん・乳がん検診実施医療機関一覧

肺がん検診受診券に
ついてお知らせ

75歳以上の方は、８月上旬頃に肺がん検診受診券を送付します。申し込みは不要です。
（40歳～ 74歳の方は、５月下旬に他の検診とまとめて肺がん検診受診券を送付します。）

医療機関名 電話番号 子宮頸がん 乳がん
徳島市

伊月健診クリニック 088-653-2315 ● ●
沖の洲病院 088-622-7111 ● ●
梶産婦人科 088-622-1680 ●
河野美香レディースクリニック 088-625-2370 ●
木下病院 088-622-7700 ●
蕙愛レディースクリニック 088-653-1201 ●
国府藤田産婦人科 088-642-1026 ●
しんくら女性クリニック 088-602-2088 ●
祖川産婦人科クリニック 088-633-1133 ●
田岡病院 088-622-7788 ●
田中産婦人科 088-622-9688 ●
たまき青空病院 088-642-5050 ●
寺沢病院 088-662-5311 ●
徳島クリニック 088-622-7712 ●
徳島検診クリニック 088-632-9111 ● ●
徳島健生病院 088-622-7771 ●
徳島平成病院 088-623-8611 ● ●
冨岡医院 088-642-8111 ●
春名産婦人科医院 088-652-2538 ●
平尾レディースクリニック 088-669-6366 ●
水の都記念病院 088-632-9299 ●
美馬とし子レディースクリニック 088-653-1912 ●
むくの木クリニック 088-624-7575 ●
メイプルクリニック高橋産婦人科 088-652-7077 ●
吉田医院 088-625-3065 ●

鳴門市
兼松病院 088-685-4537 ●
徳島県鳴門病院 088-683-0123 ● ●
だいとうレディースクリニック 088-683-1588 ● ●
レディースクリニック兼松産婦人科 088-685-1103 ●

小松島市
住吉レディースクリニック 0885-32-0836 ●

阿南市
阿南共栄病院 0884-44-3131 ● ●
阿南中央病院 0884-22-1313 ●

医療機関名 電話番号 子宮頸がん 乳がん
阿南市

木下産婦人科内科医院 0884-23-3600 ●
森本内科胃腸科 0884-23-1002 ●

吉野川市
いぬい産科婦人科クリニック 0883-22-1230 ●
吉野川医療センター 0883-26-2222 ● ●
筒井クリニック 0883-24-3300 ●

阿波市
阿波病院 0883-36-5151 ●
徳島県農村健康管理センター 0883-36-6611 ● ●
小笠原医院 0883-36-2030 ●

美馬市
西条産婦人科 0883-52-2002 ●
ホウエツ病院 0883-52-1095 ● ●
成田病院 0883-52-1258 ●

三好市
田岡医院 0883-72-5551 ●
徳島県立三好病院 0883-72-1131 ●
三野田中病院 0883-77-2300 ●

勝浦郡
勝浦病院 0885-42-2555 ●

海部郡
徳島県立海部病院 0884-72-1166 ●

名西郡
遠藤産婦人科 088-674-6818 ●
手束病院 088-674-0024 ● ●
なかたに産婦人科 088-674-1295 ●

板野郡
井上医院 088-699-8070 ●
ルナウィメンズクリニック 088-697-2322 ●
中山産婦人科 088-692-0333 ●
秦産婦人科 088-692-5758 ●
野田医院 088-694-2008 ●

美馬郡
つるぎ町立半田病院 0883-64-3145 ●

三好郡
三加茂田中病院 0883-82-3700 ● ●※次の病院は、当該施設で分娩予定の妊婦に限り子宮頸がん検診

　は該当となります。 ※の病院は、当該施設で分娩予定の妊婦に限り子宮頸がん検診は該当となります。

☆の施設は当該施設でドック受診者に限り子宮頸がんは対象となります。

地震の心得10カ条
第４条　火が出たらすぐ消火

●問い合わせ　市健康推進課　☎22-2268　℻22-2245

医療機関名 電話番号 子宮頸がん
徳島大学病院 088-631-3111 ※
徳島県立中央病院 088-631-7151 ※
徳島赤十字病院 0885-32-2555 ※

医療機関名 電話番号 子宮頸がん 乳がん
徳島市民病院 088-622-5121 ※ ●

医療機関名 電話番号 子宮頸がん 乳がん
とくしま未来健康づくり機構 088-633-2266 ☆ ●
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【申し込み期間など】
各検診日程の２週間前までに健康推進課（本館１階）へ申し込みください。
※胃がん検診および乳がん検診、腹部エコー検診は１日に受けられる人数に限りがありますので、定数に達した時

点で締め切らせていただきます。
※１週間前に検診票などを送付します。検診票が届いたら、留意事項を確認し、問診項目をご記入のうえ受診券と

ともに検診会場へ持参ください。

７月のがん集団検診のご案内

【日程・検診項目など】

日　　程 場　　所 受付時間 検診項目
胃がん 大腸がん 腹部エコー 乳がん

７月７日（金） 川島公民館
午前 ８:30～10:00 ● ● ●
午後 １:00～ ３ :00 ● ●

７月19日（水） 山川公民館
午前 ８:30～10:00 ● ● ●
午後 １:00～ ３ :00 ● ●

【対象者・個人負担金・内容】

検診項目 対象者 個人負担金（※1）
(集団検診においての金額） 内　　容

胃がん検診（※2） 40歳以上の方 900円 バリウムによる胃部エック
ス線検査

大腸がん検診 40歳以上の方 500円 便潜血反応検査（２日法）
腹部エコー 40歳以上の方 5,400円 腹部のエコー検査

乳がん検診 40歳以上の女性で平成28年度に受
診されていない方（２年に１回） 1,300円 乳房エックス線検査

※１　個人負担金は個人により違います。70歳以上（昭和23年３月31日以前に生まれた方）・市民税非課税世帯・
生活保護世帯の方は、個人負担金が免除されます（腹部エコー・ヤング健診を除く）。５月末に送付予定の受
診券つづりにてご確認ください。

※２　９月頃から、県内指定医療機関において、胃カメラでの胃がん検診を開始する予定です。対象は50歳以上（２
年に１回の受診可）の方で、個人負担金は5,000円程度の予定です。詳細については決まり次第広報よしのが
わや回覧でご案内します。胃カメラでの胃がん検診をご希望の方は、集団検診による胃がん検診（バリウム検
診）を受けずに見合わせていただきますようお願いします。

麻しん風しん混合（ＭＲ）第２期の接種対象となりました
　感染力の強い麻しん（はしか）や風しんは、ワクチンの接種が感染を防ぐただひとつの方法です。
　対象の方には、平成29年３月に個人通知を送付していますので、体調の良いときにできるだけ早
く接種してください（予診票は予防接種予診票つづりにあります）。

１．対象者　　　　　第２期：幼稚園年長相当年齢の者
　　　　　　　　　　（平成23年４月２日～平成24年４月１日生まれ）

２．接種期限　　　　平成30年３月31日（土）

３．実施医療機関　　吉野川市内の指定医療機関
　　　　　　　　　　および徳島県予防接種広域化医療機関

４．接種料金　　　　無料
　※接種期限を過ぎると任意接種となり、個人負担（約１万円）が必要です。

平成23年度生まれのお子さんの保護者の方へ

地震の心得10カ条
第５条　あわてて外に飛び出さない

●問い合わせ　市健康推進課　☎22-2268　℻22-2245
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平成29年度高齢者の肺炎球菌感染症予防接種実施のお知らせ

●実施期限　平成30年３月31日（土）
（平成29年度対象者は、実施期限を過ぎると助成の対象になりません。）

●対象者

●接種方法	 対象者には通知しますので、接種希望日の5日前までに予約し、接種する際には通
知および本人確認ができるもの（健康保険証など）を持参の上接種してください。

●個人負担金	 4,000円（生活保護受給中の方は無料）【医療機関の窓口でお支払いください】
●注意点	 自己負担などで、一度でも肺炎球菌ワクチンを接種したことのある方は、副反応が

出やすいためこの予防接種を受けることができません。また、他の予防接種を予定
している方は、高齢者の肺炎球菌感染症予防接種の同時接種以外は、６日間以上の
間隔をあける必要があるため、医師に相談してください。

①平成29年度対象年齢
65歳 昭和27年４月２日生～昭和28年４月１日生の方
70歳 昭和22年４月２日生～昭和23年４月１日生の方
75歳 昭和17年４月２日生～昭和18年４月１日生の方
80歳 昭和12年４月２日生～昭和13年４月１日生の方
85歳 昭和７年４月２日生～昭和８年４月１日生の方
90歳 昭和２年４月２日生～昭和３年４月１日生の方
95歳 大正11年４月２日生～大正12年４月１日生の方
100歳 大正６年４月２日生～大正７年４月１日生の方

②60歳以上65歳未満で、医師の診断により心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能またはヒト免疫不
全ウイルスによる免疫の機能に障がいを有する方〔詳しくは、健康推進課（本館１階）までお
問い合わせください〕
過去に肺炎球菌ワクチン（ポリサッカライド）の接種を受けた方は、対象外となります。

　高齢者の方を対象に、予防接種法に基づく肺炎球菌感染症定期予防接種を実施します。

地震の心得10カ条
第６条　門や塀に近寄らない

●問い合わせ　市健康推進課　☎22-2268　℻22-2245

医　療　機　関　名 電話番号

鴨
　
　
　
　
　
島
　
　
　
　
　
町

(医）麻名内科外科クリニック 26－0020
(医）阿部整形外科 24－4880
(医）井内内科 24－3070
石原小児科 24－2388
(医）石原内科循環器科 24－2536
糸田川クリニック 24－7555
いぬい産科婦人科クリニック 22－1230
吉野川医療センター 26－2222
(医）大内整形外科 24－3058
(医）梶本胃腸科・内科 24－2413
(医）かなめ小児科内科クリニック 26－0310
(医）鴨島川島クリニック 24－8551
(医）鴨島病院 24－6565
(医）木村内科胃腸科 24－6413
杏和医院 22－0333
(医）鈴木内科（喜来） 24－3413
(医）鈴木内科（敷地） 24－5880
知恵島皮膚科診療所 36－9012
(独）国立病院機構徳島病院 24－2161
(医）古本内科クリニック 24－7377

医　療　機　関　名 電話番号

鴨
島
町

(医）美摩病院 24－2957
(医）森住内科医院 24－3010
リバーサイドクリニック岡田 24－8884

（医）渡辺医院 24－7177

川
島
町

岡田医院 25－3566
(医）岸整形外科 25－3133
(医）四宮医院 25－2016
(医）杉山医院 25－2802
(医）矢田医院 25－2006

山
川
町

(医）工藤内科医院 42－3133
(医）さくら診療所 42－5520
(医）谷医院 42－2353
富本医院 42－3123
(医）中西内科クリニック 42－6755
松永医院 42－2110
三木クリニック 42－6618
(医）山下耳鼻咽喉科クリニック 42－7533
よしのがわ往診診療所 36－1850

美郷 美郷診療所 26－7570

平成29年度高齢者の肺炎球菌ワクチン予防接種指定医療機関

※市指定医療機関以外で接種を受ける場合は、健康推進課にお問い合わせください。
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　胃がんや慢性胃炎、胃・十二指腸潰瘍などの危険因子として重要とされているピロリ菌感
染の有無を明らかにして、胃の病気を予防し健康の保持増進をはかる目的で、今年度も中学
２年生を対象に、尿検査によるピロリ菌検査を実施します。実施については６月ごろ、対象
者の保護者宛てに案内状と採尿容器を送付します。

平成28年度ピロリ菌検査結果

　 対象者数
　　　（人）

受検者数
　　　（人）

受 検 率
　　　（％）

陽 性 者
　　　（人）

陽性者割合
　　　　（％）

中学２年生 340 212 62.4 16 7.5

中学３年生 385 200 51.9 16 8.0

合　　計 725 412 56.8 32 7.8

●問い合わせ　市健康推進課　☎22-2268　℻22-2245
地震の心得10カ条

第７条　協力し合って応急救護

ピロリ菌検査のお知らせ

<ピロリ菌  Q＆A>
　

Q1  ピロリ菌はどこにいるの？
　A　胃の粘膜の表面や細胞の間に入り込

んで、生息増殖しています。

Q2  ピロリ菌は胃・十二指腸でどんな悪さ
をするの？

　A　胃の壁を傷つけ、胃を守っている粘液を減らし、酸の攻撃を受けやすくし
てしまうので、胃炎や消化性潰瘍を発症させる要因になります。

Q3  ピロリ菌に感染するとどうなるの？
　A　ピロリ菌に感染しても、潰瘍や胃がんが必ず発症するわけではありません。

しかし、感染したほとんどの人に、胃炎が起きます。ピロリ菌は胃内に住
み続けるので、慢性的に炎症が続きます。この慢性化した炎症により胃粘
膜の防御機能が低下して、ストレスや塩分の多い食事、発がん物質などの
攻撃を受けやすい状態になってしまいます。すなわち、ピロリ菌が潰瘍や
胃がんを起こしやすい下地を作ってしまうのです。

Q4  ピロリ菌がなくなれば、胃炎や消化性潰瘍にならないの？
　A　除菌によって今まで潰瘍が治りにくかった人が治ったという報告があり、

潰瘍の再発予防に有効であるという例が多くあります。

Q5  ピロリ菌は胃がんにも関係あるの？
　A　最近、ピロリ菌と胃がんの関係について解明されつつあります。ピロリ菌

が陽性であると胃がんのリスクも高まります。

胃の痛み 嘔
おう
吐
と

悪
お
心
しん

膨
ぼうまんかん
満感

出血

食
しょく
欲
よく
不
ふ
振
しん

胃の不快感
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吉野川市 子育て支援施設 ６月の行事予定
【マークの説明】	 Ａ：午前実施　Ｐ：午後実施　D：日中実施　★：要予約
	 親：親対象　子：未就学児対象　乳：乳児のみ対象　幼：幼児のみ対象　児：幼稚園以上が対象　その他：具体的に記載

施設名 子育て支援センター
ちびっこドーム

子育て支援館
ぶどうの木 鴨島児童館 鴨島南児童館 近久児童館 八坂児童館

場　所
川島町桒村
2421番地1

（川島こども園内）

鴨島町鴨島440番地２
（認定こども園めぐみ幼
稚園めぐみ保育園北側）

鴨島町知恵島
1208番地2

鴨島町飯尾
550番地76

川島町学字近久
157番地2

山川町安楽寺
165番地

連絡先 TEL 0883-25-6616
FAX 0883-25-6617

TEL（FAX）0883-38-9117
TEL 0883-24-2435

TEL 0883-24-2379FAX
TEL 0883-22-2277FAX

TEL 0883-25-4985FAX 
TEL 0883-42-6828FAX 

開館日 月～土 月～金 月～土 月～土 月～土 月～土

開館時間 ９時～17時 ９時～15時 10時～18時（月～金）
13時～18時（土曜日） ９時30分～18時 9時30分～18時（月～金）

13時～18時（土曜日）
10時～18時（月～金）
13時～17時30分（土曜日）

1 木 D親子 自由遊び Ａ親子
0,1歳児

カンガルー
ルーム D 自由遊び Ａ★親子

Ｐ★児 菜園活動 D 自由遊び P幼・児 野菜苗を
植えよう

2 金 D親子 自由遊び Ｄ親子 自由遊び D 自由遊び Ｄ 自由遊び D 自由遊び D 自由遊び

3 土 A★親子 楽しい親子の
筆ペン教室 Ｐ 自由遊び Ｄ 自由遊び P 自由遊び P 自由遊び

4 日

5 月 D親子 自由遊び A親子 園庭開放 D 自由遊び Ｄ 自由遊び A親子 英語教室 P★児 絵画教室

6 火 A★親子 ピラティス
体験会

A★親

Ｄ親子

ハンドマッサージ＆
リフレクソロジー
自由遊び

Ｐ児 俳句教室 Ａ親子 ほっとティー
ブレイク P児 英語教室 D 自由遊び

7 水 D親子 身体計測 Ａ親子
2歳児 コアラルームＡ★親子 キラキラヘアゴム作り

Ａ親子
Ｐ★児 英会話教室 D 自由遊び P幼・児 おやつ作り

8 木 Ａ親子 子育て
何でも相談

Ａ★親子
(15組)

乳幼児の歯に
関する講習会

Ａ親子Ｐ
児 紙芝居の日 Ｄ 自由遊び D 自由遊び D 手芸の日

9 金 D親子 自由遊び Ａ親子 のんびり
ティータイムＡ親子

乳幼児
子育て広場 Ｐ★児 茶道教室 P児 プチ生け花 P★児 英語教室

10 土 A★親子 フラワーリー
スを作ろう Ｐ 自由遊び Ａ★親子 ぴよぴよ広場　 P 自由遊び P 自由遊び

11 日

12 月 A親子 ゆきこおばちゃ
んと遊ぼう A親子 園庭開放 D 自由遊び Ｄ 自由遊び A★親子 おやつ作り D 自由遊び

13 火 A親子 絵本の
読み聞かせ Ａ★親子 ファーストトーク Ｐ★児 絵画教室 Ａ★親子 

Ａ親子
リトミック
ほっとティーブレイク P★児 おやつ作り D 自由遊び

14 水 A★親子
A親子

父の日プレゼント作り
こども園園庭開放

Ａ親子
2歳児 コアラルームD 自由遊び Ａ親子

Ｐ★児 英会話教室 D 自由遊び P幼・児 ダルクローズ
リトミック

15 木 A親子 こどものため
の食育サロンＡ★親子 お誕生日会 D 自由遊び Ｐ★児 硬筆教室 D 自由遊び A★親・子ベビーマッサージ

16 金 D親子 自由遊び D親子 自由遊び D 自由遊び Ａ★親子 リズム体操 P児 手芸 D 自由遊び

17 土 D親子 自由遊び Ｐ★親子
児

ウェルカム
ボード作り

Ａ★親子
Ｐ★児 クッキング P 自由遊び P 自由遊び

18 日

19 月 D親子 自由遊び Ａ親子 園庭開放 D 自由遊び Ｐ★児 絵画教室 D 自由遊び D 自由遊び

20 火 P★親子 Ｌｅｔ'ｓ Ｅｎｊｏｙ
Ｅｎｇｌｉｓｈ Ａ★親子 ファーストサイン D 自由遊び Ａ親子

Ｐ★児
ほっとティーブレイク
書道 D 自由遊び P幼・児 おやつ作り

21 水 A親子
D親子

育児相談
身体計測

Ａ親子　
2歳児 コアラルームＡ★乳親 助産師による産後身

体メンテナンス教室
Ａ親子
Ｐ★児 英会話教室 A★乳

P★児
6月・7月生ま
れの誕生会 P幼・児 絵本の日

22 木 A★親子 赤ちゃんヨガ＆
ベビーマッサージ A親子 音楽会 Ａ★親子 音楽会 Ｄ 自由遊び D 自由遊び D 手芸の日

23 金 A★親子 誕生会
写真撮影 Ｄ親子 自由遊び D 自由遊び Ｄ 自由遊び P児 プラバン D 自由遊び

24 土 D親子 自由遊び Ｐ親子幼
児

おもちゃ病院
が来るよ！ Ｄ 自由遊び P児 愛館日 P 自由遊び

25 日

26 月 D親子 自由遊び Ａ親子 園庭開放 D 自由遊び Ｄ 自由遊び A親子 絵本の読み
聞かせ P児 やさかあそべぇ

（運動教室）

27 火 A親子 リトリト☆
リトミック Ａ親子 身体測定　

子育て相談 P★児 絵画教室 Ａ親子 ほっとティー
ブレイク D 自由遊び P幼・児 七夕制作

28 水 A親子 こども園園
庭開放 Ａ親子 イザヤ先生と

英語で遊ぼう！Ｐ★児
イザヤ先生と
英語で遊ぼう！

Ａ親子
Ｐ★児 英会話教室 D 自由遊び D 自由遊び

29 木 D親子 自由遊び A親子　
0,1歳児

カンガルー
ルーム

Ａ親子
Ｐ児

絵本の読み聞かせ
茶道クラブ Ｐ★児 硬筆教室 P児 茶道 D 自由遊び

30 金 D親子 自由遊び A★親子 たのしい
クッキング Ｐ★児 生け花教室 Ｄ 自由遊び D 自由遊び D 自由遊び

※詳細については、直接施設までお問い合わせください。 ※上記の行事予定が、やむを得ない事情により予告なく変更となる場合がありますのでご了承ください。

地震の心得10カ条
第８条　山崩れ、がけ崩れ、津波に注意25



６月の介護予防教室

６月のリハビリ教室

５月 ６月 医　院　名 電話番号
10 17 和田耳鼻咽喉科 24-2566
11 13 糸田川クリニック 24-7555
12 15 古本内科クリニック 24-7377
13 19 美 摩 病 院 24-2957
⑭ 鴨島耳鼻咽喉科 24-8070
15 20 渡 辺 医 院 24-7177
16 21 四 宮 医 院 25-2016
17 22 糸 田 川 眼 科 24-2531
18 28 谷 医 院 42-2353
19 24 杉 山 医 院 25-2802
20・30 高橋皮膚科クリニック 24-5122
� いぬい産科婦人科クリニック 22-1230
22 27 木村内科胃腸科 24-6413
23 23 鈴木内科（敷地） 24-5880
24 30 阿 部 整 形 外 科 24-4880
25 鈴木内科（喜来） 24-3413

５月 ６月 医　院　名 電話番号
26 岸 整 形 外 科 25-3133
27 26 矢 田 医 院 25-2006
� リバーサイドクリニック岡田 24-8884
29 富 本 医 院 42-3123
31 工 藤 内 科 医 院 42-3113

１ 麻名内科外科クリニック 26-0020
２ 大 内 整 形 外 科 24-3058
３ 井 内 内 科 24-3070
④ 石原内科循環器科 24-2536
５ 中西内科クリニック 42-6755
６ 杏 和 医 院 22-0333
７ さ く ら 診 療 所 42-5520
８ かなめ小児科内科クリニック 26-0310
９ あ お ぞ ら 内 科 22-1311
10 知恵島皮膚科診療所 36-9012
⑪ グリーン耳鼻咽喉科 24-2488

５月 ６月 医　院　名 電話番号
12 よしのがわ往診診療所 36-1850
14 梶本胃腸科内科 24-2413
16 石 原 小 児 科 24-2388
⑱ 森 住 内 科 医 院 22-3010
� 山下耳鼻咽喉科クリニック 42-7533
29 松 永 医 院 42-2110

小児救急医療体制
●徳島市夜間休日急病診療所（☎088–622–3576）
●県立中央病院（☎088–631–7151）
〈月～土〉　8時30分～19時30分　最寄りの医療機関
　　　　　19時30分～22時30分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　22時30分～翌8時30分　県立中央病院
〈日・祝日〉9時00分～17時00分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　18時00分～22時30分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　22時30分～翌8時30分　県立中央病院
●吉野川医療センター（旧麻植協同病院）（☎26–2222）
　診療日　日曜日
　診療時間　９時〜17時（直接問い合わせてください）

☆平日／18時〜22時  ☆休日／9時〜13時、14時〜18時、19時〜22時
☆○印は、休日診療日
☆吉野川市ホームページにも「夜間・休日当番医」の案内があります。
☆日本中央テレビ、ケーブルネットおえの2チャンネルでも放送しています。
☆変更になる場合がありますので、当番医または徳島中央広域連合
 （☎26-1190）で必ずご確認のうえ受診してください。
☆問い合わせ／市健康推進課　☎22-2268  ℻22-2245

５月・６月
夜間・休日在宅当番医表

●問い合わせ　市介護保険課（地域包括支援センター）　☎22-2265　℻22-2260

※健康手帳をご持参ください。　※資料がある場合があります。眼鏡が必要な方はご持参ください。
※健康相談の受付時間は、基本的に開始時刻から30分間です。

６
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

日 曜日 時　　間 場　　　所 地区 内　　　容
1 木 ９:00～10:30 川島公民館敷地分館 川 島

健　
　
　
　

康　
　
　
　

相　
　
　
　

談

介 護 予 防 体 操
5 月 13:00～14:30 瀬詰老人会館 山 川 介 護 予 防 体 操
6 火 ９:00～10:30 川島公民館神後分館 川 島 楽 し い 脳 体 操

7 水 ９:00～10:30 中部農業構造改善センター 山 川 栄 養 の お 話
13:00～14:30 上浦地区公民館 鴨 島 楽 し い 脳 体 操

8 木 ９:00～11:00 西麻植地区公民館 鴨 島 介 護 予 防 体 操

12 月
９:00～10:30 森藤集会所 鴨 島 楽 し い 脳 体 操
13:00～14:30 立石公会堂 川 島 介 護 予 防 体 操
13:00～14:30 敷地老人憩の家 鴨 島 栄 養 の お 話

13 火 ９:00～10:30 川島公民館学西分館 川 島 栄 養 の お 話
13:00～14:30 牛島集会所 鴨 島 介 護 予 防 体 操

14 水 13:00～14:30 中枝老人憩の家 美 郷 介 護 予 防 体 操
16 金 13:00～14:30 飯尾会館 鴨 島 楽 し い 脳 体 操
19 月 ９:00～10:30 山瀬地区公民館 山 川 介 護 予 防 体 操
20 火 13:00～14:30 湯立会館 山 川 介 護 予 防 体 操
21 水 ９:00～10:30 川島公民館朝日ヶ丘分館 川 島 栄 養 の お 話
22 木 ９:00～10:30 東児島老人憩の家 川 島 楽 し い 脳 体 操

23 金 ９:10～10:30 大東・江川公会堂 鴨 島 楽 し い 脳 体 操
13:00～14:30 上谷集落センター 美 郷 楽 し い 脳 体 操

26 月 ９:00～10:30 城戸下浦高開集落センター 美 郷 介 護 予 防 体 操

27 火
９:00～10:30 喜来老人憩の家 鴨 島 介 護 予 防 体 操
９:00～10:30 三山老人憩の家 美 郷 楽 し い 脳 体 操
13:00～14:30 元木会館 山 川 楽 し い 脳 体 操

28 水 13:00～14:30 知恵島地区公民館 鴨 島 栄 養 の お 話

６
　
月

日 曜日 時　　間 場　　　所 地区 内　　　容
9 金 ９:00～11:00 川島公民館本町分館 川 島

・血圧測定
・理学療法士による個別運動指導
・集団体操

13 火 ９:00～11:00 元木会館 山 川
19 月 ９:30～11:30 西麻植地区公民館 鴨 島
21 水 13:30～15:30 山瀬地区公民館 山 川
26 月 13:00～15:00 大東・江川公会堂 鴨 島

地震の心得10カ条
第９条　避難は徒歩で、持ち物は最小限に 26
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た
め
、
ま
た
子
ど
も
た
ち
が
巻

き
込
ま
れ
る
事
件
事
故
を
防
ぐ
た

図 書 だ よ り

め
に
は
、
地
域
全
体
で
防
犯
活
動

に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　

　
『
子
ど
も
は
地
域
の
宝
・
地
域
が

守
り
育
て
る
子
ど
も
た
ち
』
を
合

い
言
葉
に
、
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
や

街
頭
補
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校

時
に
は
、
各
小
学
校
区
ご
と
の
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
皆
さ
ん
が
中
心

と
な
り
、
安
全
確
保
に
努
め
て
く

れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

　

パ
ト
ロ
ー
ル
時
は
、
次
の
よ
う

な
場
所
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
こ
れ
ま
で
に
不
審
者
が
現
れ
た

場
所

●
事
件
や
事
故
が
発
生
し
た
場
所

●
街
灯
が
少
な
く
、
人
通
り
が
少

な
い
道
路

●
周
囲
か
ら
見
通
し
が
悪
い
公
園

や
神
社

　
　
　
　
　

　

私
た
ち
一
人
一
人
が
で
き
る
行

動
で
、地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
守
っ

て
い
け
る
よ
う
、
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

	

☎
25-

６
６
２
０

	

℻
25-

６
６
２
１

　

今
月
号
の
表
紙
写
真
は
、
ピ

カ
ピ
カ
の
一
年
生
の
登
校
風
景

と
な
っ
て
い
ま
す
。
早
朝
の
撮

影
で
し
た
が
、「
お
は
よ
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
た
く
さ
ん
の
子

ど
も
た
ち
が
元
気
に
挨
拶
し
て

く
れ
、
た
く
さ
ん
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
も
ら
い
、
う
れ
し
い
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
勉
強
・

運
動
な
ど
一
生
懸
命
取
り
組
ん

で
、
充
実
し
た
学
校
生
活
を

送
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

ま
た
、
吉
野
川
市
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
を
開
催
し
て
お

り
、
自
然
を
満
喫
で
き
る
機
会

も
多
く
あ
り
ま
す
。
私
は
、
自

然
の
豊
か
さ
で
引
き
出
さ
れ

る
す
て
き
な
表
情
を
写
真
に
収

め
、
広
報
誌
を
通
じ
て
吉
野
川

市
の
良
い
と
こ
ろ
を
皆
さ
ん
に

伝
え
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。（
編
）

編
集
後
記

青
少
年
育
成
補
導

お
願
い

子
ど
も
を
守
る
目
線

★
声
か
け
よ
う　

ね
え
ね
え　

い
っ
し
ょ
に　

遊
ぼ
う
よ

種
野
小
学
校　

露
口　

來
千

★「
が
ん
ば
っ
て
。」

大
切
な
な
か
ま
が
い
る
と　

う
れ
し
い
な

川
田
西
小
学
校　

南　

尚
吾

★
そ
の
笑
顔　

そ
の
命

み
ん
な
か
け
が
え
の
な
い
一
人

川
田
中
小
学
校　

横
田　

侑
良

（
平
成
28
年
度「
な
か
ま
～
子
ど
も
と
学

ぼ
う
～
」第
11
集
よ
り
抜
粋
）

鴨島図書室（鴨島公民館内）
☎24-5111　℻24-5113

川 島 図 書 館
☎25-3141　℻25-5382

山 川 図 書 館
☎42-5222　℻26-4101

◆開室時間　午前10時～午後６時
◆５月、６月の休室日

火曜日、祝日
◆ボランティアグループ「よみっこ★か

～も」による絵本のよみきかせの会
毎月第２土曜日午前10時30分～／
鴨島公民館２階和室／参加費無料

◆新刊案内
　【一般書】
　　「花を呑む」　　　あさのあつこ　著
　　「果てしなき追跡」　　　逢坂剛　著
　　「サロメ」　　　　　　原田マハ　著
　【児童書】
　　「ひいな」　　　　　いとうくみ　著
　　「おひるねしましょ」
　　　　デイヴィット・ウォーカー　著

間）／毎月第２土曜日開催
◆子ども映画会

５月20日㈯（モリゾーとキッコ
ロ）、６月３日㈯（すてきなコン
サート）、６月17日㈯（ぐるんぱ
のようちえん）

（午後２時から約１時間）

◆開館時間　午前10時～午後６時
◆５月、６月の休館日

月曜日、祝日、月末資料整理日
（５月31日㈬、６月30日㈮）

◆おはなし会
とき　６月10日㈯
　　　午後１時30分～（約30分

とき　６月３日㈯　
　　　午前11時～11時30分
ところ　川島図書館２階
講師　矢部　千鶴子さん

◆徳島文理大学うたおは部による
七夕会
とき　６月17日㈯　
　　　午後１時30分～３時
ところ　川島図書館２階
※参加費は全て無料です。

◆開館時間　午前10時～午後６時
◆５月、６月の休館日

水曜日、祝日、月末資料整理日
（５月30日㈫、６月30日㈮）

◆おはなしボランティア つゆくさ
によるおはなし会

高開石積みシバザクラ

地震の心得10カ条
第10条　正しい情報を聞く

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

子
ど
も
は
地
域
の
宝

児
童
・
生
徒
の
み
な
さ
ん
へ
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慶事法事・各種宴会

（有）クリーンエンゼル
各種ごみの処理いたします!!

ご一報ください。お見積もり無料です。

吉野川市川島町山田字芝生39番地6

ごみのことならおまかせください!

5,400 4,320 5,400 6,480

保険のプロがお客様の立場で加入中の保障内容の

説明や見直しの仕方まで丁寧にアドバイスしてくれます。

●5,400円コース………
●6,480円コース……
●7,560円コース……

9品
11品
12品

大切な思い出を心ゆくまで語り合っていただけたら…

法要・ご会食プランのご案内

TEL.（0883）24-8989
吉野川市鴨島町鴨島471-2

●無料送迎バス（少人数可）
●お料理は旬の素材を用いますので、
季節により料理内容が変わります。

●法要引き出物ご手配させて頂きます。
●お弁当の宅配も承ります。

（各コース 税・サ込）料理長の会席おすすめ3コース（各コース 税・サ込）

2017年（
平

成
29年

）5月
号

通
巻

152号
発

行
／

吉
野

川
市

　
編

集
／

総
務

部
秘

書
広

報
課

〒
776-8611  徳

島
県

吉
野

川
市

鴨
島

町
鴨

島
115-1

TEL 0883-22-2203　
FAX 0883-22-2244　

U
RL  http://w

w
w

.city.yoshinogaw
a.lg.jp/

E-m
ail  m

ail@
yoshinogaw

a.i-tokushim
a.jp

再
生

紙
と

植
物

油
イ

ン
キ

を
使

用
。

広
報
よ
し
の
が
わ

広
報
よ
し
の
が
わ
5
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